
(57)【要約】

【課題】装置の互換性を確保し、故障と誤認することを

抑制する。

【解決手段】直前のplay itemに続いて、次のplay item

をシームレスに再生することができるとき、seamless_c

onnection_flagを１に設定し、シームレス再生が保証で

きないとき、０に設定し、play itemをシームレスに再

生することができるように記録位置を変更する処理を実

行する。本発明は、記録再生装置に適用することができ

る。

【選択図】図４７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 記 録 媒 体 に 対 し て デ ー タ を 記 録 ま た は 再 生 す る 記 録 再 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 対 し て 記 録 す る 記 録 手 段 と 、
　 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 記 録 し た と き 、 そ の デ ー タ を 、 既 に 記 録 さ れ て い る デ ー タ
に 対 し て 連 続 し て 再 生 可 能 で あ る か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 と を 備 え 、
　 前 記 記 録 手 段 は 、 前 記 判 定 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ の 連 続 再 生 が 不 可 能 で あ る と 判 定 さ れ
た 場 合 に 、 前 記 デ ー タ の う ち 、 一 部 に つ い て 再 記 録 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 デ ー タ は 、 少 な く と も 第 １ の デ ー タ 区 間 と 、 前 記 第 １ の デ ー タ 区 間 の 再 生 時 間 よ り
も 後 の 第 ２ の デ ー タ 区 間 と を 有 し 、
　 前 記 判 定 手 段 は 、 少 な く と も 、 前 記 第 １ の デ ー タ 区 間 か ら 前 記 第 ２ の デ ー タ 区 間 を 再 生
す る 間 に 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ が 空 に な る と き 、 前 記 デ ー タ の 連 続 再 生 が 不 可 能 で
あ る と 判 定 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 記 録 媒 体 に 対 し て デ ー タ を 記 録 ま た は 再 生 す る 記 録 再 生 装 置 の 記 録 再 生 方 法 に お い て 、
　 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 対 し て 記 録 す る 記 録 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 記 録 し た と き 、 そ の デ ー タ を 、 既 に 記 録 さ れ て い る デ ー タ
に 対 し て 連 続 し て 再 生 可 能 で あ る か 否 か を 判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ と を 含 み 、
　 前 記 記 録 ス テ ッ プ は 、 前 記 判 定 ス テ ッ プ で 前 記 デ ー タ の 連 続 再 生 が 不 可 能 で あ る と 判 定
さ れ た 場 合 に 、 前 記 デ ー タ の う ち 、 一 部 に つ い て 再 記 録 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 記 録 媒 体 に 対 し て デ ー タ を 記 録 ま た は 再 生 す る 記 録 再 生 装 置 に 、
　 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 対 し て 記 録 す る 記 録 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 記 録 し た と き 、 そ の デ ー タ を 、 既 に 記 録 さ れ て い る デ ー タ
に 対 し て 連 続 し て 再 生 可 能 で あ る か 否 か を 判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ と を 含 み 、
　 前 記 記 録 ス テ ッ プ は 、 前 記 判 定 ス テ ッ プ で 前 記 デ ー タ の 連 続 再 生 が 不 可 能 で あ る と 判 定
さ れ た 場 合 に 、 前 記 デ ー タ の う ち 、 一 部 に つ い て 再 記 録 を 行 う
　 処 理 を 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 記 録 再 生 装 置 お よ び 方 法 、 並 び に 記 録 媒 体 に 関 し 、 特 に 、 デ ー タ の 連 続 再 生
に 関 連 し て 、 ユ ー ザ が 故 障 と 誤 認 す る よ う な こ と を 抑 制 す る よ う に し た 記 録 再 生 装 置 お よ
び 方 法 、 並 び に 記 録 媒 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 デ ィ ス ク に は 、 ビ デ オ デ ー タ や オ ー デ ィ オ デ ー タ な ど が 連 続 し て 記 録 さ れ る だ け で な く
、 断 続 的 に 時 間 を お い て 記 録 さ れ る こ と が あ る 。 ま た 、 一 旦 記 録 さ れ た デ ー タ が 消 去 さ れ
、 他 の デ ー タ が 上 書 き さ れ る 場 合 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 消 去 あ る い は 上 書 き 処 理 を 繰 り 返 し 実 行 す る と 、 連 続 し て 再 生 す べ き デ ー タ
が 必 ず し も デ ィ ス ク 上 の 連 続 す る 位 置 に 記 録 さ れ ず 、 デ ィ ス ク 上 の 離 間 し た 位 置 に 記 録 さ
れ る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に 、 装 置 の 再 生 時 の バ ッ フ ァ の 容 量 が 充 分 で は な い と 、
そ の 記 録 位 置 に よ っ て は 、 デ ー タ を 連 続 的 に 再 生 す る こ と が で き ず 、 再 生 デ ー タ が 一 時 的
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に 欠 落 す る よ う な 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 不 連 続 部 分 が 発 生 す る か 否 か は 、 装 置 の バ ッ フ ァ の 容 量 に 影 響 さ れ る の
で 、 装 置 間 の 互 換 性 を 確 保 す る こ と が で き ず 、 最 悪 の 場 合 、 ユ ー ザ が 、 装 置 が 故 障 し た と
誤 認 す る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 装 置 の 互 換 性 を 確 保 し 、 ユ ー ザ
が 装 置 が 故 障 し た と 誤 認 す る の を 抑 制 す る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 記 録 再 生 装 置 は 、 記 録 媒 体 に 対 し て デ ー タ を 記 録 ま た は 再 生 す る 記 録
再 生 装 置 で あ っ て 、 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 対 し て 記 録 す る 記 録 手 段 と 、 前 記 デ ー タ
を 前 記 記 録 媒 体 に 記 録 し た と き 、 そ の デ ー タ を 、 既 に 記 録 さ れ て い る デ ー タ に 対 し て 連 続
し て 再 生 可 能 で あ る か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 と を 備 え 、 前 記 記 録 手 段 は 、 前 記 判 定 手 段
に よ り 前 記 デ ー タ の 連 続 再 生 が 不 可 能 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 前 記 デ ー タ の う ち 、 一
部 に つ い て 再 記 録 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 デ ー タ に は 、 少 な く と も 第 １ の デ ー タ 区 間 と 、 前 記 第 １ の デ ー タ 区 間 の 再 生 時 間 よ
り も 後 の 第 ２ の デ ー タ 区 間 と を 設 け る よ う に さ せ る こ と が で き 、 前 記 判 定 手 段 に は 、 少 な
く と も 、 前 記 第 １ の デ ー タ 区 間 か ら 前 記 第 ２ の デ ー タ 区 間 を 再 生 す る 間 に 読 み 出 し チ ャ ネ
ル 用 バ ッ フ ァ が 空 に な る と き 、 前 記 デ ー タ の 連 続 再 生 が 不 可 能 で あ る と 判 定 さ せ る よ う に
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 記 録 再 生 方 法 は 、 記 録 媒 体 に 対 し て デ ー タ を 記 録 ま た は 再 生 す る 記 録
再 生 装 置 の 記 録 再 生 方 法 で あ っ て 、 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 対 し て 記 録 す る 記 録 ス テ
ッ プ と 、 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 記 録 し た と き 、 そ の デ ー タ を 、 既 に 記 録 さ れ て い る
デ ー タ に 対 し て 連 続 し て 再 生 可 能 で あ る か 否 か を 判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ と を 含 み 、 前 記 記
録 ス テ ッ プ は 、 前 記 判 定 ス テ ッ プ で 前 記 デ ー タ の 連 続 再 生 が 不 可 能 で あ る と 判 定 さ れ た 場
合 に 、 前 記 デ ー タ の う ち 、 一 部 に つ い て 再 記 録 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 記 録 媒 体 の プ ロ グ ラ ム は 、 記 録 媒 体 に 対 し て デ ー タ を 記 録 ま た は 再 生
す る 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 対 し て 記 録 す る 記 録 ス テ ッ プ と
、 前 記 デ ー タ を 前 記 記 録 媒 体 に 記 録 し た と き 、 そ の デ ー タ を 、 既 に 記 録 さ れ て い る デ ー タ
に 対 し て 連 続 し て 再 生 可 能 で あ る か 否 か を 判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ と を 含 み 、 前 記 記 録 ス テ
ッ プ は 、 前 記 判 定 ス テ ッ プ で 前 記 デ ー タ の 連 続 再 生 が 不 可 能 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 に 、
前 記 デ ー タ の う ち 、 一 部 に つ い て 再 記 録 を 行 う 処 理 を 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 記 録 再 生 装 置 お よ び 方 法 、 並 び に 記 録 媒 体 は 、 記 録 媒 体 に 対 し て デ ー
タ を 記 録 ま た は 再 生 す る 記 録 再 生 装 置 お よ び 方 法 、 並 び に 記 録 媒 体 で あ っ て 、 前 記 デ ー タ
が 前 記 記 録 媒 体 に 対 し て 記 録 さ れ 、 前 記 デ ー タ が 前 記 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た と き 、 そ の デ
ー タ が 、 既 に 記 録 さ れ て い る デ ー タ に 対 し て 連 続 し て 再 生 可 能 で あ る か 否 か が 判 定 さ れ 、
前 記 デ ー タ の 連 続 再 生 が 不 可 能 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 前 記 デ ー タ の う ち 、 一 部 に つ
い て 再 記 録 が 行 わ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 に よ れ ば 、 記 録 再 生 装 置 の バ ッ フ ァ の 容 量 の 違 い に 拘 ら ず 、 互 換 性 を 確
保 す る こ と が 可 能 と な り 、 ユ ー ザ が 装 置 の 故 障 と 誤 認 す る の を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 最 初 に 本 発 明 に お い て 情 報 が 記 録 ま た は 再 生 さ れ る 記 録 媒 体 （ メ デ ィ ア ） 上 の フ ァ イ ル
配 置 に つ い て 説 明 す る 。 メ デ ィ ア 上 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 次 の ７ 種 類 の フ ァ イ ル が 記
録 さ れ る 。
　 VOLUME.TOC
　 ALBUM.STR
　 PROGRAM_$$$.PGI
　 TITLE_###.VDR
　 CHUNKGROUP_@@@.CGIT
　 CHUNK_%%%%.ABST
　 CHUNK_%%%%.MPEG2
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ル ー ト デ ィ レ ク ト リ に は VOLUME.TOCお よ び ALBUM.STRが 置 か れ る 。 ま た 、 ル ー
ト デ ィ レ ク ト リ 直 下 の デ ィ レ ク ト リ "PROGRAM"に は 、 "PROGRAM_$$$.PGI"（ こ こ で "$$$"は
プ ロ グ ラ ム 番 号 を 表 す ） が 置 か れ る 。 同 様 に 、 ル ー ト デ ィ レ ク ト リ 直 下 の デ ィ レ ク ト リ "T
ITLE"に は 、 "TITLE_###.VDR"（ こ こ で "###"は タ イ ト ル 番 号 を 表 す ） が 、 デ ィ レ ク ト リ "CH
UNKGROUP"に は 、 "CHUNKGROUP_@@@.CGIT"（ こ こ で "@@@"は チ ャ ン ク グ ル ー プ 番 号 を 表 す ）
が 、 デ ィ レ ク ト リ "CHUNK"に は 、 "CHUNK_%%%%.ABST"（ こ こ で "%%%%"は チ ャ ン ク 番 号 を 表 す
） が 、 そ れ ぞ れ 置 か れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ル ー ト デ ィ レ ク ト リ 直 下 の MPEGAVデ ィ レ ク ト リ に は 、 更 に １ つ 以 上 の サ ブ デ ィ レ ク ト リ
が 作 成 さ れ 、 そ の 下 に 、 "CHUNK_%%%%.MPEG2"（ こ こ で %%%%は チ ャ ン ク 番 号 を 表 す ） が 置 か
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 VOLUME.TOCの フ ァ イ ル は 、 メ デ ィ ア 上 に １ つ 有 る の が 普 通 で あ る 。 た だ し 、 ROMと RAMの
ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 の メ デ ィ ア 等 、 特 殊 な 構 造 の メ デ ィ ア で は 、 複 数 存 在 す る こ と も 有 り 得
る 。 こ の フ ァ イ ル は 、 メ デ ィ ア の 全 体 の 性 質 を 示 す た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 VOLUME.TOCの 構 造 は 図 ２ に 示 す よ う に な っ て い る 。 先 頭 に file_type_idが 置 か れ 、 こ れ
に よ り 該 当 フ ァ イ ル が VOLUME.TOCで あ る こ と が 示 さ れ る 。 次 に volume_information()が 続
き 、 最 後 に text_block()が 続 く 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に volume_information()の 構 成 が 示 さ れ て い る 。 こ れ は 、 volume_attribute()、 re
sume()、 volume_rating()、 write_protect()、 play_protect()、 recording_timer()を 含
ん で い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 volume_attribute()は 、 logical volumeの 属 性 を 記 録 す る 領 域 で あ り 、 図 ４ に そ の 詳 細
な 構 造 が 示 さ れ て い る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 こ の 領 域 に は 、 title_playback_mode_flag, 
program_playback_mode_flagな ど が 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 resume()は 、 メ デ ィ ア の 再 挿 入 時 に 、 eject直 前 の 状 態 を 復 元 す る た め の 情 報 を 記 録 す
る 領 域 で あ り 、 そ の 詳 細 な 構 造 は 、 図 ５ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ の volume_rating()は 、 volume全 体 に 対 す る 視 聴 年 齢 制 限 を 年 齢 や カ テ ゴ リ に 応 じ
て 実 現 す る た め の 情 報 を 記 録 す る 領 域 で あ り 、 そ の 詳 細 な 構 造 は 、 図 ６ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ の write_protect()は 、 volume内 に 記 録 さ れ て い る title, programに 対 す る 変 更 や
、 消 去 操 作 を 制 限 す る 情 報 を 記 録 す る 領 域 で あ り 、 そ の 詳 細 な 構 造 は 、 図 ７ に 示 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ の play_protect()は 、 volume内 に 記 録 さ れ て い る title, programに 対 す る 再 生 許 可
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、 不 許 可 の 設 定 、 あ る い は 、 再 生 回 数 を 制 限 す る 情 報 を 記 録 す る 領 域 で あ り 、 そ の 詳 細 な
構 造 は 、 図 ８ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ の recording_timer()は 、 記 録 時 間 を 制 御 す る 情 報 を 記 録 す る 領 域 で あ り 、 そ の 詳
細 な 構 造 は 、 図 ９ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  図 ２ の VOLUME.TOCの text_block()の 詳 細 な 構 造 は 図 １ ０ に 示 さ れ て い る 。 こ の text_blo
ck()に は 、 language_set()と text_itemが 含 ま れ て お り 、 そ の 詳 細 な 構 造 は 図 １ １ と 図 １
２ に そ れ ぞ れ 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ の ALBUM.STRの フ ァ イ ル は 、 メ デ ィ ア 上 に １ つ 有 る の が 普 通 で あ る 。 た だ し 、 ROMと
RAMの ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 の メ デ ィ ア 等 、 特 殊 な 構 造 の メ デ ィ ア で は 、 複 数 存 在 す る こ と も
有 り 得 る 。 こ の フ ァ イ ル は 、 複 数 の メ デ ィ ア を 組 み 合 わ せ て 、 あ た か も １ つ の メ デ ィ ア で
あ る よ う な 構 成 に す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の ALBUM.STRの 構 造 は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に な っ て い る 。 先 頭 に file_type_idが 置 か
れ 、 該 当 フ ァ イ ル が ALBUM.STRで あ る こ と を 示 す 。 次 に album()が 続 き 、 最 後 に text_block
()が 続 く 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 album()は 、 複 数 の volume（ 複 数 の メ デ ィ ア ） を １ つ の ま と ま り と し て 扱 う た め の 情 報
を 記 録 す る 領 域 で あ り 、 そ の 詳 細 な 構 造 は 、 図 １ ４ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ の TITLE_###.VDRの フ ァ イ ル は 、 タ イ ト ル の 数 だ け 存 在 す る 。 タ イ ト ル と は 、 例 え
ば compact discで 言 う と こ ろ の １ 曲 や 、 テ レ ビ 放 送 の １ 番 組 を 言 う 。 こ の 情 報 の 構 造 は 図
１ ５ に 示 す よ う に な っ て い る 。 先 頭 に file_type_idが 置 か れ 、 こ れ に よ り 該 当 フ ァ イ ル が
TITLE_###.VDRで あ る こ と が 示 さ れ る 。 次 に title_info()が 続 き 、 最 後 に text_block()が
続 く 。 ###は タ イ ト ル 番 号 を 示 す 文 字 列 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 title_info()は 、 chunkgroup上 に お け る 、 titleの 開 始 点 、 終 了 点 、 そ の 他 titleに 関 す
る 属 性 を 記 録 す る た め の 領 域 で あ り 、 そ の 詳 細 な 構 造 は 、 図 １ ６ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ の PROGRAM_$$$.PGIの フ ァ イ ル は 、 プ ロ グ ラ ム の 数 だ け 存 在 す る 。 プ ロ グ ラ ム は 、
タ イ ト ル の 一 部 （ あ る い は 全 部 ） の 領 域 を 指 定 し た 複 数 の カ ッ ト で 構 成 さ れ 、 各 カ ッ ト は
指 定 さ れ た 順 番 で 再 生 さ れ る 。 こ の 情 報 の 構 造 は 図 １ ７ に 示 さ れ て い る 。 先 頭 に file_typ
e_idが 置 か れ 、 該 当 フ ァ イ ル が PROGRAM_$$$.PGIで あ る こ と を 示 す 。 次 に program()が 続 き
、 最 後 に text_block()が 続 く 。 $$$は タ イ ト ル 番 号 を 示 す 文 字 列 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 program()は 、 素 材 に 対 し て 不 可 逆 な 編 集 を 施 す こ と な し に 、 titleの 必 要 な 部 分 を 集 め
て 再 生 す る の に 必 要 な 情 報 を 記 録 す る 領 域 で あ り 、 そ の 詳 細 な 構 造 は 、 図 １ ８ に 示 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ８ の program()は 、 １ つ の play_listを 有 し て い る 。 こ の play_list()の 詳 細 は 、 図
１ ９ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 play_listに は 、 play_item()が 複 数 置 か れ て い る 。 play_item()の 詳 細 は 、 図 ２ ０ に 示
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ の CHUNKGROUP_@@@.CGITの フ ァ イ ル は 、 チ ャ ン ク グ ル ー プ の 数 だ け 存 在 す る 。 チ ャ
ン ク グ ル ー プ は ビ ッ ト ス ト リ ー ム を 並 べ る た め の デ ー タ 構 造 で あ る 。 こ の フ ァ イ ル は 、 ユ
ー ザ が VDR（ ビ デ オ デ ィ ス ク レ コ ー ダ ） な ど 、 メ デ ィ ア を 記 録 再 生 す る 装 置 を 普 通 に 操 作
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し て い る 分 に は ユ ー ザ に 認 識 さ れ な い 。
 
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 情 報 の 構 造 は 図 ２ １ に 示 す よ う に な っ て い る 。 先 頭 に file_type_idが 置 か れ 、 該 当
フ ァ イ ル が CHUNKGROUP_@@@.CGITで あ る こ と を 示 す 。 そ の 次 に chunkgroup_time_base_flag
sと chunkgroup_time_base_offsetが 有 り 、 次 に chunk_connection_info()、 最 後 に text_bl
ock()が 続 く 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 chunkgroup_time_base_flagsは 、 chunkgroupの 基 準 カ ウ ン タ に 関 す る flagを 示 し 、 chun
kgroup_time_base_offsetは 、 chunkgroup内 の 基 準 時 間 軸 の 開 始 時 刻 を 示 す 。 こ れ は 、 ９
０ kHzで カ ウ ン ト ア ッ プ す る カ ウ ン タ に セ ッ ト す る 値 で あ り 、 ３ ２ ビ ッ ト の 大 き さ を 有 す
る 。 chunk_connection_info()は 、 videoの 切 換 点 や 、 videoと audioの 同 期 な ど 、 特 異 な 点
の 情 報 を 記 憶 す る 領 域 で あ り 、 そ の 詳 細 な 構 造 は 、 図 ２ ２ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の chunk_connection_info()に は 、 チ ャ ン ク グ ル ー プ に 属 す る チ ャ ン ク の 数 だ け chunk
_arrangement_info()の ル ー プ が 置 か れ る 。 図 ２ ３ に こ の chunk_arrangement_info()の 詳
細 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ の CHUNK_%%%%.ABSTの フ ァ イ ル は 、 チ ャ ン ク の 数 だ け 存 在 す る 。 チ ャ ン ク は ス ト リ
ー ム フ ァ イ ル １ つ に 対 応 す る 情 報 フ ァ イ ル で あ る 。 こ の 情 報 の 構 造 は 図 ２ ４ に 示 す よ う に
な っ て い る 。 先 頭 に file_type_idが 置 か れ 、 こ れ に よ り 、 該 当 フ ァ イ ル が CHUNK_%%%%.ABS
Tで あ る こ と が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ の CHUNK_%%%%.MPEG2の フ ァ イ ル は 、 ス ト リ ー ム フ ァ イ ル で あ る 。 こ の フ ァ イ ル は MP
EGの ビ ッ ト ス ト リ ー ム を 格 納 し て お り 、 こ の 他 の フ ァ イ ル が 情 報 の み を 記 録 し て い る の と
異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ ５ は 、 以 上 の よ う な フ ァ イ ル を 有 す る メ デ ィ ア と し て の 光 デ ィ ス ク に 対 し て 情 報 を
記 録 ま た は 再 生 す る 光 デ ィ ス ク 装 置 の 構 成 例 を 表 し て い る 。 こ の 光 デ ィ ス ク 装 置 で は 、 １
枚 の 書 き 換 え 型 の 光 デ ィ ス ク １ に 対 し て １ 系 統 の 光 ヘ ッ ド ２ が 設 け ら れ て お り 、 デ ー タ の
読 み 出 し と 書 き 込 み の 双 方 に こ の 光 ヘ ッ ド ２ が 共 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 光 ヘ ッ ド ２ に よ り 光 デ ィ ス ク １ か ら 読 み 出 さ れ た ビ ッ ト ス ト リ ー ム は 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調
／ 変 調 回 路 ３ で 復 調 さ れ た 後 、 ECC回 路 ４ で 誤 り 訂 正 が 施 さ れ 、 ス イ ッ チ ５ を 介 し て 、 読
み 出 し レ ー ト と デ コ ー ド 処 理 レ ー ト と の 差 を 吸 収 す る た め の 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ
６ に 送 ら れ る 。 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ の 出 力 は デ コ ー ド ７ に 供 給 さ れ て い る 。 読
み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ は シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ １ ３ か ら 読 み 書 き が で き る よ う に 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ か ら 出 力 さ れ た ビ ッ ト ス ト リ ー ム は 、 デ コ ー ダ ７ で デ コ
ー ド さ れ 、 そ こ か ら ビ デ オ 信 号 と オ ー デ ィ オ 信 号 が 出 力 さ れ る 。 デ コ ー ダ ７ か ら 出 力 さ れ
た ビ デ オ 信 号 は 合 成 回 路 ８ に 入 力 さ れ 、 0SD（ On Screen Display） 制 御 回 路 ９ が 出 力 す る
ビ デ オ 信 号 と 合 成 さ れ た た 後 、 出 力 端 子 Ｐ １ か ら 図 示 せ ぬ デ ィ ス プ レ イ に 出 力 さ れ 、 表 示
さ れ る 。 デ コ ー ダ ７ か ら 出 力 さ れ た オ ー デ ィ オ 信 号 は 、 出 力 端 子 Ｐ ２ か ら 図 示 せ ぬ ス ピ ー
カ に 送 ら れ て 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 他 方 、 入 力 端 子 Ｐ ３ か ら 入 力 さ れ た ビ デ オ 信 号 、 お よ び 入 力 端 子 Ｐ ４ か ら 入 力 さ れ た オ
ー デ ィ オ 信 号 は 、 エ ン コ ー ダ １ ０ で エ ン コ ー ド さ れ た 後 、 エ ン コ ー ド 処 理 レ ー ト と 書 き 込
み レ ー ト と の 差 を 吸 収 す る た め の 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ に 送 ら れ る 。 こ の 書 き
込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ も シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ １ ３ か ら 読 み 書 き が で き る よ う に 構
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成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ に 蓄 積 さ れ た デ ー タ は 、 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ
１ １ か ら 読 み 出 さ れ 、 ス イ ッ チ ５ を 介 し て ECC回 路 ４ に 入 力 さ れ て 誤 り 訂 正 符 号 が 付 加 さ
れ た 後 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路 ３ で 変 調 さ れ る 。 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路 ３ よ り 出
力 さ れ た 信 号 （ Ｒ Ｆ 信 号 ） は 、 光 ヘ ッ ド ２ に よ り 光 デ ィ ス ク １ に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ア ド レ ス 検 出 回 路 １ ２ は 、 光 デ ィ ス ク １ の 記 録 ま た は 再 生 す る ト ラ ッ ク の ア ド レ ス 情 報
を 検 出 す る 。 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ １ ３ は 、 こ の 光 デ ィ ス ク 装 置 の 各 部 の 動 作 を 制 御 す る
も の で あ り 、 各 種 の 制 御 を 行 う CPU２ １ 、 CPU２ １ が 実 行 す べ き 処 理 プ ロ グ ラ ム 等 を 格 納 し
た ROM２ ２ 、 処 理 過 程 で 生 じ た デ ー タ 等 を 一 時 記 憶 す る た め の RAM２ ３ 、 お よ び 光 デ ィ ス ク
１ に 対 し て 記 録 ま た は 再 生 す る 各 種 の 情 報 フ ァ イ ル を 記 憶 す る RAM２ ４ を 有 し て い る 。 CPU
２ １ は 、 ア ド レ ス 検 出 回 路 １ ２ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 光 ヘ ッ ド ２ の 位 置 を 微 調 整 す る 。
CPU２ １ は ま た 、 ス イ ッ チ ５ の 切 り 替 え 制 御 を 行 う 。 各 種 の ス イ ッ チ 、 ボ タ ン な ど か ら 構
成 さ れ る 入 力 部 １ ４ は 、 各 種 の 指 令 を 入 力 す る と き 、 ユ ー ザ に よ り 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 基 本 的 な 情 報 フ ァ イ ル の 読 み 込 み 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 例 え ば 、 "VOLUME.TOC"
情 報 フ ァ イ ル の 読 み 込 み を 行 う と き 、 ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ １ ３ の CPU２ １ は 、 予 め そ の 処
理 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で あ る フ ァ イ ル シ ス テ ム 操 作 命 令 を 使 用 し 、 "VOLUME.TOC"が 記 録
さ れ て い る 光 デ ィ ス ク １ 上 の 物 理 ア ド レ ス と 、 そ の 長 さ を 確 定 す る 。 続 い て 、 CPU２ １ は
、 こ の "VOLUME.TOC"の ア ド レ ス 情 報 に 基 づ き 、 光 ヘ ッ ド ２ を 読 み 出 し 位 置 に 移 動 さ せ る 。
そ し て CPU２ １ は 、 光 ヘ ッ ド ２ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路 ３ 、 並 び に ECC回 路 ４ を 読 み 出
し モ ー ド に 設 定 す る と と も に 、 ス イ ッ チ ５ を 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ 側 に 切 り 替 え
、 さ ら に 光 ヘ ッ ド ２ の 位 置 を 微 調 整 し た 後 、 光 ヘ ッ ド ２ に よ る 読 み 出 し を 開 始 さ せ る 。 こ
れ に よ り "VOLUME.TOC"の 内 容 が 光 ヘ ッ ド ２ に よ り 読 み 出 さ れ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路
３ に よ り 復 調 さ れ 、 さ ら に ECC回 路 ４ に よ り 誤 り 訂 正 が 行 わ れ た 後 、 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用
バ ッ フ ァ ６ に 蓄 積 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ に 蓄 積 さ れ た デ ー タ 量 が 、 "VOLUME.TOC"の 大 き さ と 等 し
い か 、 あ る い は よ り 大 き く な っ た 時 点 で 、 CPU２ １ は 読 み 出 し を 停 止 さ せ る 。 そ の 後 、 CPU
２ １ は 、 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ か ら 該 当 デ ー タ を 読 み 出 し 、 RAM２ ４ に 記 憶 さ せ
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 基 本 的 な 情 報 フ ァ イ ル 書 込 み 動 作 に つ い て 、 "VOLUME.TOC"情 報 フ ァ イ ル を 書 き 込
む 場 合 を 例 と し て 説 明 す る 。 CPU２ １ は 、 予 め そ の 処 理 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で あ る フ ァ
イ ル シ ス テ ム 操 作 命 令 を 使 用 し 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム （ 光 デ ィ ス ク １ ） 中 に 、 こ れ か ら 書 こ
う と し て い る "VOLUME.TOC"と 等 し い か 、 よ り 大 き い 大 き さ を 持 つ 空 き 領 域 を 探 し 、 そ の ア
ド レ ス を 確 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 CPU２ １ は 、 RAM２ ４ に 用 意 さ れ て い る 、 新 た に 書 き 込 む べ き "VOLUME.TOC"を 、 書
き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ に 転 送 す る 。 続 い て 、 CPU２ １ は 、 空 き 領 域 の ア ド レ ス 情
報 に 基 づ き 、 光 ヘ ッ ド ２ を 書 き 込 み 位 置 に 移 動 さ せ る 。 そ し て CPU２ １ は 、 光 ヘ ッ ド ２ 、
Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路 ３ 、 並 び に ECC回 路 ４ を 書 き 込 み モ ー ド に 設 定 す る と と も に 、
ス イ ッ チ ５ を 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ 側 に 切 り 替 え 、 光 ヘ ッ ド ２ の 位 置 を 微 調 整
し た 後 、 光 ヘ ッ ド ２ に よ る 書 き 込 み を 開 始 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ に よ り 新 た に 用 意 し た "VOLUME.TOC"の 内 容 が 、 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ か
ら 読 み 出 さ れ 、 ス イ ッ チ ５ を 介 し て ECC回 路 ４ に 入 力 さ れ 、 誤 り 訂 正 符 号 が 付 加 さ れ た 後
、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路 ３ に よ り 変 調 さ れ る 。 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路 ３ よ り 出 力
さ れ た 信 号 は 、 光 ヘ ッ ド ２ に よ り 光 デ ィ ス ク １ に 記 録 さ れ る 。 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ
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ァ １ １ か ら 読 み 出 さ れ 、 光 デ ィ ス ク １ に 記 録 さ れ た デ ー タ 量 が 、 "VOLUME.TOC"の 大 き さ と
等 し く な っ た 時 点 で 、 CPU２ １ は 書 き 込 み 動 作 を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 最 後 に 、 CPU２ １ は 、 予 め そ の 処 理 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で あ る フ ァ イ ル シ ス テ ム 操 作
命 令 を 使 用 し 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム （ 光 デ ィ ス ク １ ） 中 の "VOLUME.TOC"を 指 し 示 す ポ イ ン タ
を 、 新 し く 書 込 ん だ 位 置 を 指 し 示 す よ う に 書 き 換 え る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 基 本 的 な ス ト リ ー ム 再 生 動 作 に つ い て 、 図 １ の CHUNK_0001.MPEG2と い う ス ト リ ー
ム を 再 生 す る 場 合 を 例 と し て 説 明 す る 。 CPU２ １ は 、 予 め そ の 処 理 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん
で あ る フ ァ イ ル シ ス テ ム 操 作 命 令 を 使 用 し 、 "CHUNK_0001.MPEG2"が 記 録 さ れ て い る 光 デ ィ
ス ク １ 上 の 物 理 ア ド レ ス と 、 そ の 長 さ を 確 定 す る 。 続 い て 、 CPU２ １ は 、 こ の "CHUNK_0001
.MPEG2"の ア ド レ ス 情 報 に 基 づ き 、 光 ヘ ッ ド ２ を 読 み 出 し 位 置 に 移 動 さ せ る 。 そ し て 光 ヘ
ッ ド ２ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路 ３ 、 並 び に ECC回 路 ４ を 読 み 出 し モ ー ド に 設 定 す る と
と も に 、 ス イ ッ チ ５ を 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ 側 に 切 り 替 え 、 光 ヘ ッ ド ２ の 位 置 を
微 調 整 し た 後 、 光 ヘ ッ ド ２ に よ る 読 み 出 し を 開 始 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 光 ヘ ッ ド ２ に よ り 読 み 出 さ れ た "CHUNK_0001.MPEG2"の 内 容 が 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回
路 ３ 、 ECC回 路 ４ 、 並 び に ス イ ッ チ ５ を 介 し て 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ に 蓄 積 さ れ
る 。 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ に 蓄 積 さ れ た デ ー タ は 、 デ コ ー ダ ７ に 出 力 さ れ 、 デ コ
ー ド 処 理 が 施 さ れ て 、 ビ デ オ 信 号 と オ ー デ ィ オ 信 号 が そ れ ぞ れ 出 力 さ れ る 。 オ ー デ ィ オ 信
号 は 出 力 端 子 Ｐ ２ か ら 出 力 さ れ 、 ビ デ オ 信 号 は 、 合 成 回 路 ８ を 介 し て 出 力 端 子 Ｐ １ か ら 出
力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 光 デ ィ ス ク １ か ら 読 み だ さ れ 、 デ コ ー ド 、 表 示 さ れ た デ ー タ 量 が 、 "CHUNK_0001.MPEG2"
の 大 き さ と 等 し く な っ た 時 点 で 、 あ る い は 、 入 力 部 １ ４ か ら 読 み 出 し 動 作 の 停 止 が 指 定 さ
れ た 時 点 で 、 CPU２ １ は 、 読 み 出 し お よ び デ コ ー ド 処 理 を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 基 本 的 な ス ト リ ー ム 記 録 動 作 を 、 "CHUNK_0001.MPEG2"情 報 フ ァ イ ル を 書 き 込 む 場
合 を 例 と し て 説 明 す る 。 CPU２ １ は 、 予 め そ の 処 理 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で あ る フ ァ イ ル
シ ス テ ム 操 作 命 令 を 使 用 し 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム （ 光 デ ィ ス ク １ ） 中 に こ れ か ら 書 こ う と し
て い る "CHUNK_0001.MPEG2"と 等 し い か 、 そ れ よ り 大 き い 大 き さ を 持 つ 空 き 領 域 を 探 し 、 そ
の ア ド レ ス を 確 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 入 力 端 子 Ｐ ３ か ら 入 力 さ れ た ビ デ オ 信 号 、 お よ び 入 力 端 子 Ｐ ４ か ら 入 力 さ れ た オ ー デ ィ
オ 信 号 は 、 エ ン コ ー ダ １ ０ に よ り エ ン コ ー ド さ れ た 後 、 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １
に 蓄 積 さ れ る 。 続 い て 、 CPU２ １ は 、 空 き 領 域 の ア ド レ ス 情 報 に 基 づ き 、 光 ヘ ッ ド ２ を 書
き 込 み 位 置 に 移 動 さ せ る 。 そ し て CPU２ １ は 、 光 ヘ ッ ド ２ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路 ３
、 並 び に ECC回 路 ４ を 書 き 込 み モ ー ド に 設 定 す る と と も に 、 ス イ ッ チ ５ を 書 き 込 み チ ャ ネ
ル 用 バ ッ フ ァ １ １ 側 に 切 り 替 え 、 光 ヘ ッ ド ２ の 位 置 を 微 調 整 し た 後 、 光 ヘ ッ ド ２ に よ る 書
き 込 み を 開 始 さ せ る 。 こ れ に よ り 新 た に 用 意 し た "CHUNK_0001.MPEG2"の 内 容 が 、 書 き 込 み
チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ か ら 読 み 出 さ れ 、 ス イ ッ チ ５ 、 ECC回 路 ４ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変
調 回 路 ３ を 介 し て 光 ヘ ッ ド ２ に 入 力 さ れ 、 光 デ ィ ス ク １ に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ か ら 読 み 出 さ れ 、 光 デ ィ ス ク １ に 記 録 さ れ た デ ー タ 量
が 、 予 め 設 定 し た 値 と 等 し く な っ た と き 、 あ る い は 入 力 部 １ ４ か ら 書 き 込 み 動 作 の 停 止 が
指 定 さ れ た と き 、 CPU２ １ は 書 き 込 み 動 作 を 停 止 さ せ る 。 最 後 に 、 CPU２ １ は 、 予 め そ の 処
理 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で あ る フ ァ イ ル シ ス テ ム 操 作 命 令 を 使 用 し 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム （
光 デ ィ ス ク １ ） 中 の "CHUNK_0001.MPEG2"を 指 し 示 す ポ イ ン タ を 、 新 し く 書 込 ん だ 位 置 を 指
し 示 す よ う に 書 き 換 え る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
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　 い ま 、 光 デ ィ ス ク １ に 、 図 ２ ６ に 示 す よ う な 情 報 フ ァ イ ル と ス ト リ ー ム フ ァ イ ル が 記 録
さ れ て い る も の と す る 。 こ の 例 で は 、 "PROGRAM_001.PGI"と い う 名 前 の １ つ の プ ロ グ ラ ム
の フ ァ イ ル が 含 ま れ て い る 。 ま た 、 こ の 光 デ ィ ス ク １ に は 、 "TITLE_001.VDR"、 "TITLE_00
2.VDR"、 お よ び "TITLE_003.VDR"と い う 名 前 の ３ つ の タ イ ト ル の フ ァ イ ル が 含 ま れ て い る
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 さ ら に 、 こ の 光 デ ィ ス ク １ に は 、 "CHUNKGROUP_001.CGIT"と "CHUNKGROUP_002.CGIT"と い
う ２ つ の チ ャ ン ク グ ル ー プ の フ ァ イ ル が 含 ま れ て い る 。 ま た 、 こ の 光 デ ィ ス ク １ に は 、 "C
HUNK_0001.MPEG2"、 "CHUNK_0011.MPEG2"、 お よ び "CHUNK_0012.MPEG2"と い う 名 前 の ３ つ の
ス ト リ ー ム の フ ァ イ ル が 含 ま れ て い る と と も に 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 情 報 と し て 、 "CHUNK
_0001.ABST"、 "CHUNK_0011.ABST"、 お よ び "CHUNK_0012.ABST"の ３ つ の 情 報 フ ァ イ ル が 置
か れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ２ ６ に 示 し た 情 報 フ ァ イ ル と ス ト リ ー ム フ ァ イ ル を 有 す る 光 デ ィ ス ク １ の 論 理 構 造 は
、 図 ２ ７ に 示 す よ う に な る 。 こ の 例 で は 、 チ ャ ン ク 情 報 フ ァ イ ル "CHUNK_0001.ABST"は 、
ス ト リ ー ム フ ァ イ ル "CHUNK_0001.MPEG2"を 、 ま た チ ャ ン ク 情 報 フ ァ イ ル "CHUNK_0011.ABST
"は 、 ス ト リ ー ム フ ァ イ ル "CHUNK_0011.MPEG2"を 、 さ ら に 、 チ ャ ン ク 情 報 フ ァ イ ル "CHUNK_
0012.ABST"は 、 ス ト リ ー ム フ ァ イ ル "CHUNK_0012.MPEG2"を 、 そ れ ぞ れ 指 定 し て い る 。 具 体
的 に は 、 図 ２ ４ の CHUNK_%%%%.ABST中 の 、 chunk_file_idと い う フ ィ ー ル ド で 、 ス ト リ ー ム
の フ ァ イ ル IDが 指 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 さ ら に 、 こ の 例 で は 、 チ ャ ン ク グ ル ー プ 情 報 フ ァ イ ル "CHUNKGROUP_001.CGIT"は 、 チ ャ
ン ク 情 報 フ ァ イ ル "CHUNK_0001.ABST"を 、 ま た チ ャ ン ク グ ル ー プ 情 報 フ ァ イ ル "CHUNKGROUP
_002.CGIT"は 、 チ ャ ン ク 情 報 フ ァ イ ル "CHUNK_0011.ABST"と "CHUNK_0012.ABST"を 、 そ れ ぞ
れ 指 定 し て い る 。 具 体 的 に は 、 図 ２ ３ の chunk_arrangement_info()の 中 の chunk_info_fil
e_idと い う フ ィ ー ル ド で チ ャ ン ク 情 報 の フ ァ イ ル IDが 指 定 さ れ る 。 こ の chunk_arrangemen
t_info()は チ ャ ン ク グ ル ー プ 情 報 フ ァ イ ル の 中 に あ り 、 該 当 チ ャ ン ク グ ル ー プ に 属 す る チ
ャ ン ク の 数 だ け 存 在 す る デ ー タ 構 造 と な っ て い る （ 図 ２ ３ の chunk_arrangement_info()は
、 図 ２ ２ の chunk_connection_info()に 記 述 さ れ て お り 、 こ の chunk_connection_info()は
、 図 ２ １ の CHUNKGROUP_###.CGITに 記 述 さ れ て い る ） 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 CHUNKGROUP_001に は 、 chunk_arrangement_info()が １ つ だ け あ り 、 そ の 中 の chunk_info
_file_idが CHUNK_0001を 指 定 し て い る 。 CHUNKGROUP_002に は 、 chunk_arrangement_info()
が ２ つ あ り 、 そ の 中 で 、 そ れ ぞ れ CHUNK_0011と CHUNK_0012が 指 定 さ れ て い る 。 こ の よ う な
場 合 の た め 、 チ ャ ン ク グ ル ー プ は 、 複 数 の チ ャ ン ク の 再 生 順 序 等 を 指 定 で き る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 ま ず 、 図 ２ １ の CHUNKGROUP_###.CGIT中 の chunkgroup_time_base_offsetに
よ り 、 該 当 チ ャ ン ク グ ル ー プ で の 時 計 の 初 期 値 が 定 め ら れ る 。 次 に 各 チ ャ ン ク を 登 録 す る
際 に 、 図 ２ ３ の chunk_arrangement_info()の presentation_start_cg_countと presentatio
n_end_cg_time_countが 指 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 例 え ば 、 図 ２ ８ に 示 す よ う に 、 CHUNK_0011の 長 さ （ 時 間 ） を A、 CHUNK_0012の 長 さ （ 時
間 ） を Bと す る 。 CHUNK_0011の presentation_start_cg_countが chunkgroup_time_base_off
setに 等 し く 、 presentation_end_cg_countが "chunk_group_time_base_offset+A"に 等 し い
。 ま た CHUNK_0012の presentation_start_cg_countが chunkgroup_time_base_offset+Aに 等
し く 、 presentation_end_cg_countが "chunk_group_time_base_offset+A+B"に 等 し い 。 こ
の よ う に 設 定 す る と 、 CHUNKGROUP_002は 、 CHUNK_0011と CHUNK_0012を 連 続 的 に 再 生 さ せ た
も の と し て 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 な お 、 CHUNK_0011と CHUNK_0012の 再 生 時 刻 に 重 な り が あ る 場 合 に は 、 時 刻 を そ の よ う に
ず ら す こ と で 指 定 が で き る 。 ま た 、 図 ２ ３ の chunk_arrangement_info()中 の transition_i
nfo()に 記 述 を 行 う こ と で 、 ２ つ の ス ト リ ー ム 間 の 遷 移 に お い て 、 特 殊 効 果 （ フ ェ ー ド イ
ン 、 フ ェ ー ド ア ウ ト 、 ワ イ プ 等 ） を 指 定 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ２ ６ （ 図 ２ ７ ） の 例 で は 、 タ イ ト ル 情 報 フ ァ イ ル "TITLE_001.VDR"と "TITLE_002.VDR"
は 、 チ ャ ン ク グ ル ー プ 情 報 フ ァ イ ル "CHUNKGROUP_001.CGIT"を 、 ま た タ イ ト ル 情 報 フ ァ イ
ル "TITLE_003.VDR"は チ ャ ン ク グ ル ー プ 情 報 フ ァ イ ル "CHUNKGROUP_002.CGIT"を 、 そ れ ぞ れ
指 定 し て い る 。 具 体 的 に は 、 図 １ ６ の title_info()中 に お い て 、 cgit_file_idと い う フ ィ
ー ル ド で 、 チ ャ ン ク グ ル ー プ の フ ァ イ ル IDを 指 定 し 、 さ ら に title_start_chunk_group_ti
me_stampと title_end_chunk_group_time_stampと い う フ ィ ー ル ド で 、 チ ャ ン ク グ ル ー プ 内
で 該 当 タ イ ト ル が 定 義 さ れ る 時 間 的 な 範 囲 を 指 定 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 例 え ば 、 図 ２ ７ の 例 で は 、 CHUNKGROUP_001の 前 半 を TITLE_001が 、 後 半 を TITLE_002が 、
そ れ ぞ れ 指 し 示 し て い る 。 な お 、 こ の 分 割 は ユ ー ザ か ら の 要 求 に よ り 行 わ れ た も の で あ り
、 そ の 位 置 は ユ ー ザ に と っ て 任 意 で あ り 、 予 め 決 め て お く こ と は で き な い 。 こ こ で TITLE_
001と TITLE_002に よ る 分 割 の 位 置 を 、 CHUNKGROUP_001の 先 頭 か ら Ａ だ け 離 れ た 位 置 に 設 定
し た と す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 TITLE_001は チ ャ ン ク グ ル ー プ と し て CHUNKGROUP_001を 指 定 し 、 タ イ ト ル の 開 始 時 刻 と
し て 、 CHUNKGROUP_001の 開 始 時 刻 を 指 定 し 、 タ イ ト ル の 終 了 時 刻 と し て 、 ユ ー ザ か ら 指 定
さ れ た 点 の 時 刻 を 指 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 つ ま り TITLE_001の title_start_chunk_group_time_stampと し て 、 CHUNKGROUP_001の chu
nkgroup_time_base_offset（ 先 頭 の 位 置 ） が 設 定 さ れ 、 TITLE_001の title_end_chunk_gro
up_time_stampと し て 、 CHUNKGROUP_001の chunkgroup_time_base_offsetに Ａ の 長 さ を 加 え
た も の が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 TITLE_002は チ ャ ン ク グ ル ー プ と し て CHUNKGROUP_001を 指 定 し 、 タ イ ト ル の 開 始
時 刻 と し て 、 ユ ー ザ か ら 指 定 さ れ た 点 の 時 刻 を 指 定 し 、 タ イ ト ル の 終 了 時 刻 と し て 、 CHUN
KGROUP_001の 終 了 時 刻 を 指 定 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 つ ま り TITLE_002の title_start_chunk_group_time_stampと し て 、 CHUNKGROUP_001の chu
nkgroup_time_base_offset（ 先 頭 の 位 置 ） に Ａ の 長 さ を 加 え た も の が 設 定 さ れ 、 TITLE_00
2の title_end_chunk_group_time_stampと し て 、 CHUNKGROUP_001の chunkgroup_time_base_
offsetに CHUNKGROUP_001の 長 さ を 加 え た も の が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 さ ら に 、 TITLE_003は チ ャ ン ク グ ル ー プ と し て CHUNKGROUP_002を 指 定 し 、 タ イ ト ル の 開
始 時 刻 と し て CHUNKGROUP_002の 開 始 時 刻 を 指 定 し 、 タ イ ト ル の 終 了 時 刻 と し て CHUNKGROUP
_002の 終 了 時 刻 を 指 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 つ ま り TITLE_003の title_start_chunk_group_time_stampと し て 、 CHUNKGROUP_002の chu
nkgroup_time_base_offsetが 設 定 さ れ 、 TITLE_003の title_end_chunk_group_time_stamp
と し て 、 CHUNKGROUP_002の chunkgroup_time_base_offsetに CHUNKGROUP_002の 長 さ を 加 え
た も の が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 さ ら に 、 こ の 例 で は 、 プ ロ グ ラ ム 情 報 フ ァ イ ル "PROGRAM_001.PGI"は 、 TITLE_001の 一 部
と TITLE_003の 一 部 を 、 こ の 順 番 で 再 生 す る よ う に 指 定 し て い る 。 具 体 的 に は 、 図 ２ ０ の p
lay_item()中 の title_numberに よ り タ イ ト ル を 指 定 し 、 各 タ イ ト ル で 定 義 さ れ る 時 刻 で 開
始 点 と 終 了 点 を 定 義 す る こ と で 、 １ つ の カ ッ ト が 抜 き 出 さ れ る 。 こ の よ う な カ ッ ト を 複 数
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個 集 め て 、 プ ロ グ ラ ム が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 光 デ ィ ス ク １ に 、 新 た な 情 報 を 追 記 録 （ ア ペ ン ド 記 録 ） す る 場 合 の 動 作 に つ い て
説 明 す る 。 こ の 記 録 は 、 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 タ イ マ 録 画 に よ り 、 あ る い は ユ ー ザ が 入 力
部 １ ４ を 操 作 し て 、 光 デ ィ ス ク 装 置 に 対 し て リ ア ル タ イ ム に 録 画 を 指 令 す る こ と に よ り 行
わ れ る 。 後 者 の 場 合 、 録 画 ボ タ ン が 押 さ れ た よ う な と き は 、 録 画 終 了 時 刻 を 予 測 す る こ と
は で き な い が 、 ワ ン タ ッ チ 録 画 機 能 （ 操 作 後 、 一 定 時 間 だ け 録 画 が 行 わ れ る 機 能 ） の ボ タ
ン が 押 さ れ た と き は 、 終 了 時 刻 を 予 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ こ で は タ イ マ 録 画 を 例 に と っ て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 光 デ ィ ス ク 装 置 の ユ ー ザ は 事 前
に 、 録 画 開 始 時 刻 、 録 画 終 了 時 刻 、 ビ ッ ト ス ト リ ー ム の ビ ッ ト レ ー ト 、 録 画 を 行 う チ ャ ネ
ル 等 を 指 定 し て あ る も の と す る 。 ま た 、 録 画 の 予 約 を 行 っ た 時 点 で 、 ビ ッ ト レ ー ト と 録 画
時 間 に 見 合 う 空 き 容 量 が 光 デ ィ ス ク １ に 残 さ れ て い る こ と が 、 予 め 確 認 さ れ て い る も の と
す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 記 録 予 約 時 と 予 約 さ れ た 記 録 の 実 行 時 と の 間 に 、 光 デ ィ ス ク １ に 対 し て 更 な る 記 録 が 行
わ れ た よ う な 場 合 、 今 回 予 約 さ れ た 番 組 を 、 指 定 さ れ た ビ ッ ト レ ー ト で 記 録 す る 分 の 容 量
を 確 保 す る こ と が で き な く な る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 CPU２ １ は 、 ビ ッ ト レ ー ト
を 、 指 定 さ れ た 値 よ り 下 げ て 、 予 約 さ れ た 時 間 分 の 情 報 を 記 録 す る よ う に す る か 、 ま た は
、 ビ ッ ト レ ー ト は そ の ま ま に し て 、 記 録 可 能 な 時 間 だ け 記 録 す る よ う に す る 。 CPU２ １ は
、 こ の と き 、 更 な る 記 録 が 行 わ れ 、 予 約 し た 記 録 に 不 具 合 が 出 た 時 点 で ユ ー ザ に そ の 旨 を
伝 え る メ ッ セ ー ジ を 発 す る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 さ て 、 予 約 さ れ た 録 画 の 開 始 時 刻 が 近 づ く と 、 CPU２ １ は 内 蔵 す る タ イ マ や ク ロ ッ ク を
使 用 し て 、 モ ー ド を 、 ス リ ー プ モ ー ド か ら 動 作 モ ー ド に 自 動 的 に 復 帰 さ せ る 。 そ し て CPU
２ １ は 、 予 め そ の 処 理 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で あ る フ ァ イ ル シ ス テ ム 操 作 命 令 を 使 用 し 、
予 約 さ れ た 番 組 が 記 録 で き る だ け の 領 域 を 光 デ ィ ス ク １ 上 に 確 保 す る 。 つ ま り 、 予 約 録 画
の 終 了 時 刻 か ら 開 始 時 刻 を 減 算 し た 結 果 （ 録 画 時 間 ） に ビ ッ ト レ ー ト を 乗 じ た 数 値 が 、 予
約 さ れ た 番 組 を 記 録 す る の に 必 要 な 領 域 の 大 き さ で あ り 、 CPU２ １ は こ の 大 き さ の 領 域 を
ま ず 確 保 す る 。 そ の 他 、 こ の 記 録 に 際 し て 、 ス ト リ ー ム フ ァ イ ル 以 外 に 情 報 フ ァ イ ル を 記
録 す る 必 要 が あ る 場 合 、 例 え ば 新 た な タ イ ト ル と し て 登 録 す る た め に タ イ ト ル 情 報 フ ァ イ
ル 等 が 必 要 で あ る 場 合 に は 、 そ れ ら の 情 報 フ ァ イ ル が 記 録 で き る だ け の 容 量 を 光 デ ィ ス ク
１ に 確 保 し て お く 必 要 が あ る 。 必 要 な 分 の 領 域 を 確 保 す る こ と が で き な い 場 合 に は 、 上 述
し た よ う な 方 法 （ ビ ッ ト レ ー ト の 変 更 、 録 画 可 能 な 時 間 内 だ け の 録 画 な ど の 方 法 ） で 対 応
が 取 ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 な お こ の と き 、 新 し い タ イ ト ル の 記 録 な の で 、 ユ ー ザ は 、 新 た な ス ト リ ー ム デ ィ レ ク ト
リ の 新 た な ス ト リ ー ム フ ァ イ ル と し て 新 し い ス ト リ ー ム フ ァ イ ル の フ ァ イ ル 名 を 付 け る 。
こ こ で は 、 こ れ を 、 ¥MPEGAV¥STREMS_003¥CHUNK_0031と す る 。 つ ま り 、 図 ２ ９ に 示 す よ う
に 、 ル ー ト デ ィ レ ク ト リ の 下 の MPEGAVデ ィ レ ク ト リ の 下 の STREAM_003デ ィ レ ク ト リ の 下 の
CHUNK_0031.MPEG2と い う 名 前 の フ ァ イ ル と す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 CPU２ １ は 、 各 部 に 対 し て 記 録 モ ー ド の 実 行 を 命 令 す る 。 例 え ば 、 図 示 せ ぬ チ ュ ー ナ か
ら 入 力 端 子 Ｐ ３ に 入 力 さ れ た ビ デ オ 信 号 、 お よ び 入 力 端 子 Ｐ ４ に 入 力 さ れ た オ ー デ ィ オ 信
号 は 、 エ ン コ ー ダ １ ０ に よ り エ ン コ ー ド さ れ た 後 、 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ に 蓄
積 さ れ る 。 続 い て 、 CPU２ １ は 、 先 程 確 保 し た 領 域 の ア ド レ ス 情 報 に 基 づ き 、 光 ヘ ッ ド ２
を 書 き 込 み 位 置 に 移 動 さ せ る 。 そ し て CPU２ １ は 、 光 ヘ ッ ド ２ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回
路 ３ 、 並 び に ECC回 路 ４ を 書 き 込 み モ ー ド に 設 定 す る と と も に 、 ス イ ッ チ ５ を 書 き 込 み チ
ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ 側 に 切 り 替 え 、 光 ヘ ッ ド ２ の 位 置 を 微 調 整 し た 後 、 光 ヘ ッ ド ２ に よ
る 書 き 込 み を 開 始 さ せ る 。 こ れ に よ り 新 た に 用 意 し た "CHUNK_0031.MPEG2"の 内 容 が 、 書 き
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込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ か ら 読 み 出 さ れ 、 ス イ ッ チ ５ 、 ECC回 路 ４ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調
／ 変 調 回 路 ３ 、 並 び に 光 ヘ ッ ド ２ を 介 し て 、 光 デ ィ ス ク １ に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 上 の 書 き 込 み 動 作 を 続 け て 、 以 下 の い ず れ か の 条 件 が 発 生 し た 時 点 で 、 CPU２ １ は 、
書 き 込 み 動 作 を 停 止 さ せ る 。
　 １ ） 予 約 さ れ た 記 録 の 終 了 時 刻 に な っ た と き
　 ２ ） 容 量 不 足 、 そ の 他 の 原 因 に よ り 光 デ ィ ス ク １ に 記 録 が で き な く な っ た と き
　 ３ ） 録 画 動 作 の 停 止 が 指 令 さ れ た と き
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 次 に 、 CPU２ １ は 、 予 め そ の 処 理 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で あ る フ ァ イ ル シ ス テ ム 操 作 命
令 を 使 用 し 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム 中 の "CHUNK_0031.MPEG2"を 指 し 示 す ポ イ ン タ を 新 し く 書 込
ん だ 位 置 を 指 し 示 す 値 に 書 き 換 え る 。 ま た 、 CPU２ １ は 、 チ ャ ン ク 情 報 、 チ ャ ン ク グ ル ー
プ 情 報 、 タ イ ト ル 情 報 の そ れ ぞ れ の フ ァ イ ル を 用 意 し 、 し か る べ き 名 前 を つ け て 記 録 す る
。 な お 、 記 録 時 あ る い は 予 約 時 に 、 光 デ ィ ス ク １ 上 に 、 こ れ ら の フ ァ イ ル を 記 録 す る こ と
が で き る だ け の 空 き 容 量 を 確 保 し て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 例 え ば 図 ３ ０ に 示 す よ う に 、 新 た な 情 報 フ ァ イ ル が 作 成 さ れ る 。 同 図
に お い て 、 フ ァ イ ル 名 の 右 肩 に ア ス タ リ ス ク (*)を つ け た も の が 、 今 回 新 た に 作 成 さ れ た
フ ァ イ ル で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ３ １ は 、 新 た に で き 上 が っ た 情 報 フ ァ イ ル の 関 係 を 示 し た も の で あ る 。 TITLE_004は C
HUNKGROUP_003を 指 定 し 、 CHUNKGROUP_003は CHUNK_0031を 指 定 し 、 CHUNK_0031は STREAM_00
31を 指 定 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 す な わ ち 、 新 た な ス ト リ ー ム は TITLE_004と し て 、 情 報 フ ァ イ ル に 登 録 さ れ て い る 。 ユ
ー ザ は 光 デ ィ ス ク 装 置 の タ イ ト ル を 確 認 す る 機 能 に よ り 、 TITLE_004の 属 性 等 を 知 る こ と
が で き 、 ま た 、 TITLE_004を 再 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ ６ （ 図 ２ ７ ） に 例 示 す る よ う な 光 デ ィ ス ク １ 上 に 、 上 書 き 記 録 す る 場 合 の 動
作 に つ い て 説 明 す る 。 上 書 き 記 録 と は 、 ビ デ オ テ ー プ に 信 号 を 記 録 す る 場 合 と 同 様 に 、 そ
れ ま で に 記 録 さ れ て い る 番 組 の 上 に （ そ の 番 組 を 消 去 し て ） 新 た な 番 組 を 記 録 し て い く 動
作 の こ と を 言 う 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 上 書 き 記 録 で は 、 上 書 き 記 録 を 開 始 す る 位 置 が 重 要 で あ る 。 例 え ば ユ ー ザ か ら TITLE_00
1の 先 頭 か ら 上 書 き 記 録 を 開 始 す る こ と が 指 定 さ れ た と す る 。 こ の 時 上 書 き 記 録 は 、 TITLE
_001、 TITLE_002、 TITLE_003を そ れ ぞ れ 順 に 書 き 換 え な が ら 行 わ れ る 。 TITLE_003の 最 後
ま で 書 き 換 え て も ま だ 記 録 動 作 が 終 了 し な い 場 合 に は 、 光 デ ィ ス ク １ 上 の 空 き 領 域 に 新 た
な 領 域 を 確 保 し て 記 録 が 続 行 さ れ る 。 例 え ば TITLE_002が 記 録 開 始 位 置 と さ れ た 場 合 に は
、 TITLE_001は 記 録 開 始 位 置 よ り 前 に 位 置 す る の で 、 今 回 の 記 録 動 作 に よ り 書 き 換 え ら れ
る こ と は な い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 い ま 、 TITLE_003の 先 頭 か ら タ イ マ 録 画 に よ り 上 書 き す る も の と す る 。 こ の 場 合 、 光 デ
ィ ス ク 装 置 の ユ ー ザ は 事 前 に 、 録 画 開 始 時 刻 、 終 了 時 刻 、 ビ ッ ト ス ト リ ー ム の ビ ッ ト レ ー
ト 、 録 画 を 行 う チ ャ ネ ル 等 を 指 定 し て い る も の と す る 。 ま た 、 上 書 き 記 録 で は 重 要 な 記 録
開 始 位 置 が TITLE_003の 先 頭 と 指 定 さ れ た も の と す る 。 さ ら に こ の 場 合 に お い て も 、 録 画
の 予 約 を 行 っ た 時 点 で 、 ビ ッ ト レ ー ト と 録 画 時 間 に 見 合 う 容 量 が 光 デ ィ ス ク １ 上 に 存 在 す
る こ と が 、 予 め 確 認 さ れ て い る も の と す る 。 上 書 き 記 録 の 場 合 に は 、 指 定 さ れ た 位 置 か ら
上 書 き 可 能 な （ 複 数 の ） タ イ ト ル の 総 容 量 と 、 光 デ ィ ス ク １ の 空 き 容 量 の 和 が 記 録 可 能 容
量 と な る 。 つ ま り 、 今 回 の 場 合 に は 、 TITLE_003が 管 理 す る ス ト リ ー ム STREAM_0011と STRE
AM_0012の 総 容 量 と 、 光 デ ィ ス ク １ 上 の 空 き 容 量 の 和 が 記 録 可 能 な 容 量 と な る 。
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【 ０ ０ ８ ９ 】
　 上 書 き 記 録 で は 、 記 録 可 能 な 容 量 分 に 対 し て 、 ど の よ う な 順 番 で 実 際 の 記 録 を 行 な っ て
い く か と い う 選 択 肢 が い く つ か あ る 。 ま ず 、 最 初 に 考 え ら れ る の が タ イ ト ル で 指 定 さ れ て
い る ス ト リ ー ム の 順 番 に 記 録 し て い く 方 法 で あ る 。 つ ま り 、 今 回 の 場 合 に は 、 ま ず STREAM
_0011の 先 頭 か ら 記 録 を 開 始 し 、 STREAM_0011の 終 わ り ま で 記 録 し た ら 、 STREAM_0012の 先
頭 か ら 記 録 を 続 行 し 、 STREAM_0012の 終 わ り ま で 記 録 し た ら 、 今 度 は 空 き 領 域 に 記 録 を 行
な う 方 法 で あ る 。 も う １ つ の 方 法 は 、 ま ず 、 空 き 領 域 に 記 録 を 行 い 、 空 き 領 域 が 無 く な っ
た 時 点 で 、 現 存 す る ス ト リ ー ム 上 に 記 録 し て い く 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 前 者 の 方 法 は 、 ビ デ オ テ ー プ の エ ミ ュ レ ー シ ョ ン と い う 意 味 で 優 れ て い る 。 つ ま り 、 ビ
デ オ テ ー プ と 同 様 の 動 作 で あ る と い う 意 味 で 、 ユ ー ザ か ら 理 解 さ れ 易 い と い う 特 徴 を 有 す
る 。 後 者 の 方 法 は 、 既 に 記 録 さ れ て い る ス ト リ ー ム の 消 去 が 後 回 し に さ れ る た め 、 記 録 さ
れ て い る も の の 保 護 と い う 点 で 優 れ て い る と 言 う 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 な お 、 記 録 予 約 時 と 予 約 さ れ た 記 録 の 実 行 時 と の 間 に 、 光 デ ィ ス ク １ に 対 し て 更 な る 記
録 が 行 わ れ た 場 合 に 、 今 回 予 約 さ れ た 番 組 を 、 指 定 さ れ た ビ ッ ト レ ー ト で 記 録 す る 分 の 容
量 を 確 保 す る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 上 述 し た 場 合 と 同 様 に 、 予 約
実 行 時 に 、 ビ ッ ト レ ー ト が 自 動 的 に 下 げ ら れ 、 予 約 さ れ た 時 間 分 だ け す べ て 記 録 さ れ る か
、 ま た は 、 ビ ッ ト レ ー ト は そ の ま ま に し て 、 記 録 可 能 な 時 間 だ け 記 録 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 予 約 さ れ た 録 画 の 開 始 時 刻 が 近 づ く と 、 光 デ ィ ス ク 装 置 は ス リ ー プ モ ー ド か ら 動 作 モ ー
ド に 復 帰 す る 。 CPU２ １ は 、 光 デ ィ ス ク １ 上 の 空 き 容 量 を す べ て 確 保 す る 。 も ち ろ ん 、 こ
の 時 点 で 空 き 容 量 を 確 保 せ ず 、 必 要 に な っ た 時 点 で 確 保 す る と い う 方 法 も あ る が 、 こ こ で
は 説 明 の た め に 、 記 録 開 始 以 前 に 必 要 な 領 域 を 確 保 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 な お 、 タ イ マ 録 画 等 で 、 開 始 時 刻 、 終 了 時 刻 、 ビ ッ ト レ ー ト が 指 定 さ れ て い る た め 、 必
要 な 領 域 の 大 き さ が 予 め 判 っ て い る 場 合 に は 、 必 要 な 分 だ け （ あ る い は 幾 分 か の マ ー ジ ン
を 加 え た 分 だ け ） 容 量 を 確 保 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 記 録 に 際 し て 情 報 フ ァ イ ル を 記
録 す る 必 要 が あ る 場 合 、 例 え ば 新 た な タ イ ト ル と し て 登 録 す る た め に タ イ ト ル 情 報 フ ァ イ
ル 等 が 必 要 で あ る 場 合 、 そ れ ら の 情 報 フ ァ イ ル も 記 録 す る こ と が で き る だ け の 容 量 を 残 し
て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 こ こ で は 、 新 た な ス ト リ ー ム デ ィ レ ク ト リ の 新 た な ス ト リ ー ム フ ァ イ ル と し て 新 し い ス
ト リ ー ム フ ァ イ ル の フ ァ イ ル 名 を つ け る も の と す る 。 つ ま り 、 こ こ で は 、 フ ァ イ ル 名 を 、
¥MPEGAV¥STREMS_002¥CHUNK_0031と す る 。 す な わ ち 、 図 ３ ２ に 示 す よ う に 、 ル ー ト デ ィ レ
ク ト リ の 下 の MPEGAVデ ィ レ ク ト リ の 下 の STREAM_002デ ィ レ ク ト リ の 下 の CHUNK_0031.MPEG2
と い う 名 前 の フ ァ イ ル が 作 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 入 力 端 子 Ｐ ３ に 入 力 さ れ た ビ デ オ 信 号 、 お よ び 入 力 端 子 Ｐ ４ に 入 力 さ れ た オ ー デ ィ オ 信
号 は 、 エ ン コ ー ダ １ ０ に よ り エ ン コ ー ド さ れ た 後 、 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ に 蓄
積 さ れ る 。 続 い て 、 CPU２ １ は 、 先 程 確 保 し た 領 域 の ア ド レ ス 情 報 に 基 づ き 、 光 ヘ ッ ド ２
を 書 き 込 み 位 置 に 移 動 さ せ る 。 そ し て CPU２ １ は 、 光 ヘ ッ ド ２ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回
路 ３ 、 並 び に ECC回 路 ４ を 書 き 込 み モ ー ド に 設 定 す る と と も に 、 ス イ ッ チ ５ を 書 き 込 み チ
ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ 側 に 切 り 替 え 、 光 ヘ ッ ド ２ の 位 置 を 微 調 整 し た 後 、 光 ヘ ッ ド ２ に よ
る 書 き 込 み を 開 始 さ せ る 。 こ れ に よ り 新 た に 用 意 し た "CHUNK_0031.MPEG2"の 内 容 が 、 書 き
込 み チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ １ １ か ら 読 み 出 さ れ 、 ス イ ッ チ ５ 、 ECC回 路 ４ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調
／ 変 調 回 路 ３ 、 並 び に 光 ヘ ッ ド ２ を 介 し て 、 光 デ ィ ス ク １ に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ の 時 、 ま ず は ス ト リ ー ム フ ァ イ ル "CHUNK_0011.MPEG2"が 書 き 換 え ら れ る 。 そ し て "CHU
NK_0011.MPEG2"の 最 後 ま で 記 録 が 行 わ れ た ら 、 次 に 、 "CHUNK_0012.MPEG2"へ 記 録 が 進 め ら
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れ 、 さ ら に 、 "CHUNK_0031.MPEG2"へ と 記 録 が 進 め ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 以 上 の 動 作 を 続 け て 、 上 述 し た 場 合 と 同 様 に 、 ３ つ の 条 件 の い ず れ か が 発 生 し た 時 点 で
、 CPU２ １ は 、 書 き 込 み 動 作 を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 次 に 、 CPU２ １ は 、 予 め そ の 処 理 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で あ っ た フ ァ イ ル シ ス テ ム 操 作
命 令 を 使 用 し 、 ス ト リ ー ム フ ァ イ ル 、 チ ャ ン ク 情 報 、 チ ャ ン ク グ ル ー プ 情 報 、 タ イ ト ル 情
報 を 更 新 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 と こ ろ で 、 書 き 込 み が 終 了 し た タ イ ミ ン グ に よ っ て 、 フ ァ イ ル の 構 成 が 変 化 す る 。 例 え
ば 、 CHUNK_0011.MPEG2と CHUNK_0012.MPEG2の ２ つ の ス ト リ ー ム の 上 書 き を 終 了 し た 後 、 さ
ら に CHUNK_0031.MPEG2に 記 録 が 行 わ れ た 場 合 、 光 デ ィ ス ク １ の フ ァ イ ル の 構 成 は 、 図 ３ ３
に 示 す よ う に な る 。 フ ァ イ ル 名 の 右 肩 に ア ス タ リ ス ク (*)を つ け た も の が 今 回 新 た に 作 成
さ れ た フ ァ イ ル で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 ３ ４ は 、 こ の よ う に し て 新 た に で き 上 が っ た フ ァ イ ル （ 図 ３ ３ の フ ァ イ ル ） の 関 係 を
示 し た も の で あ る 。 図 ３ １ と 比 較 し て 明 ら か な よ う に 、 TITLE_003が 指 定 し て い る CHUNKGR
OUP_002に 含 ま れ る CHUNKと し て CHUNK_0031が 増 え て お り 、 CHUNK_0031は STREAM_0031を 指
定 し て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 一 方 、 既 存 ス ト リ ー ム の 上 書 き の 途 中 で 上 書 き 記 録 が 終 了 し た 場 合 、 例 え ば 、 CHUNK_00
11の 記 録 の 途 中 で 上 書 き 記 録 が 終 了 し た 場 合 、 上 書 き の た め に 確 保 し た CHUNK_0031の ス ト
リ ー ム は 上 書 き さ れ な か っ た の で 開 放 さ れ る 。 こ の 場 合 、 特 殊 な タ イ ト ル の 処 理 が 行 わ れ
る 。 す な わ ち 、 TITLE_003の 先 頭 か ら 上 書 き 記 録 を 開 始 し 、 そ の 途 中 で 記 録 が 終 了 し た 場
合 に は 、 そ こ で タ イ ト ル が 分 割 さ れ る 。 つ ま り 、 図 ３ ５ に 示 す よ う に 、 上 書 き 記 録 開 始 位
置 か ら 終 了 位 置 ま で が 新 た な TITLE_003と さ れ 、 そ れ 以 降 の （ 元 々 の TITLE_003の 残 り 部 分
） は TITLE_004と さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 次 に 、 タ イ ト ル 再 生 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 い ま 、 図 ２ ６ に 示 す よ う な フ ァ イ ル を 有
す る 光 デ ィ ス ク １ を 光 デ ィ ス ク 装 置 に 挿 入 し 、 タ イ ト ル 再 生 す る も の と す る 。 ま ず 、 光 デ
ィ ス ク １ が 挿 入 さ れ る と 、 CPU２ １ は 情 報 フ ァ イ ル を 光 デ ィ ス ク １ か ら 読 み 込 ん で 、 RAM２
４ に 記 憶 さ せ る 。 こ の 動 作 は 上 述 し た 、 基 本 的 な 情 報 フ ァ イ ル の 読 み 込 み 動 作 を 繰 り 返 す
こ と で 行 わ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 CPU２ １ は 、 ま ず 、 VOLUME.TOCと ALBUM.STRを 読 み 出 す 。 次 に CPU２ １ は 、 デ ィ レ ク ト リ "
TITLE"以 下 に 、 ".VDR"の 拡 張 子 を 持 つ フ ァ イ ル が い く つ 有 る か を 調 べ る 。 こ の 拡 張 子 を 持
つ フ ァ イ ル は 、 タ イ ト ル の 情 報 を 持 つ フ ァ イ ル で あ り 、 そ の フ ァ イ ル の 数 は つ ま り タ イ ト
ル の 数 と な る 。 図 ２ ６ の 例 で は タ イ ト ル 数 は ３ と な る 。 次 に CPU２ １ は ３ つ の タ イ ト ル 情
報 フ ァ イ ル を 読 み 込 み 、 RAM２ ４ に 記 憶 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 CPU２ １ は 、 OSD制 御 回 路 ９ を 制 御 し て 、 光 デ ィ ス ク １ 上 に 記 録 さ れ て い る タ イ ト ル の 情
報 を 示 す 文 字 情 報 を 発 生 さ せ 、 合 成 回 路 ８ に よ り ビ デ オ 信 号 と 合 成 さ せ 、 出 力 端 子 Ｐ １ か
ら デ ィ ス プ レ イ に 出 力 さ せ 、 表 示 さ せ る 。 い ま の 場 合 、 タ イ ト ル が ３ つ あ る こ と 、 そ し て
３ つ の タ イ ト ル そ れ ぞ れ の 長 さ や 属 性 （ 名 前 、 記 録 さ れ た 日 時 な ど ） が 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ こ で 、 ユ ー ザ が 、 例 え ば TITLE_002の 再 生 を 指 定 し た と す る 。 TITLE_002の 情 報 フ ァ イ
ル に は （ 図 １ ６ の title_info()中 の cgit_file_idに は ） 、 CHUNKGROUP_001を 指 定 す る フ ァ
イ ル IDが 記 録 さ れ て お り 、 CPU２ １ は こ れ を 記 憶 す る と と も に 、 CHUNKGROUP_001を RAM２ ４
に 格 納 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
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　 次 に 、 CPU２ １ は 、 TITLE_002の 開 始 時 刻 と 終 了 時 刻 （ 図 １ ６ の title_info()中 の title_
start_chunk_group_time_stampと title_end_chunk_group_time_stamp） が 、 ど の CHUNKに
対 応 す る か を 調 べ る 。 こ れ は 、 CHUNKGROUPの 情 報 の 中 か ら 、 そ れ ぞ れ の CHUNKが 登 録 さ れ
て い る 情 報 （ 図 ２ ３ の chunk_arrangement_info()中 の presentation_start_cg_time_count
と presentation_end_cg_time_count） を 比 較 す る こ と で 行 な わ れ る 。 い ま の 場 合 、 図 ２ ７
に 示 す よ う に 、 TITLE_002の 開 始 時 刻 は 、 CHUNK_0001の 途 中 に 入 っ て い る こ と が わ か る 。
つ ま り 、 TITLE_002を 先 頭 か ら 再 生 す る に は 、 ス ト リ ー ム フ ァ イ ル "CHUNK_0001.MPEG2"の
途 中 か ら 再 生 を 開 始 す れ ば 良 い と 言 う こ と が わ か る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 次 に 、 CPU２ １ は 、 TITLE_002の 先 頭 が ス ト リ ー ム 中 の ど こ に あ た る か を 調 べ る 。 す な わ
ち 、 TITLE_002の 開 始 時 刻 が 、 ス ト リ ー ム 中 の オ フ セ ッ ト 時 刻 （ タ イ ム ス タ ン プ ） と し て
い く つ に あ た る の か が 計 算 さ れ 、 次 に CHUNKフ ァ イ ル 中 の 特 徴 点 情 報 を 使 用 し て 、 開 始 時
刻 直 前 に あ た る 再 生 開 始 点 が 特 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 再 生 開 始 点 の フ ァ イ ル 先 頭 か ら の
オ フ セ ッ ト 距 離 が 確 定 で き た こ と に な る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 次 に 、 CPU２ １ は 、 予 め そ の 処 理 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で あ る フ ァ イ ル シ ス テ ム 操 作 命
令 を 使 用 し 、 "CHUNK_0001.MPEG2"が 記 録 さ れ て い る 光 デ ィ ス ク １ 上 の 物 理 ア ド レ ス と 、 そ
の 長 さ を 確 定 す る 。 更 に 、 こ の ア ド レ ス に 、 先 程 求 め た 再 生 開 始 点 の オ フ セ ッ ト ア ド レ ス
が 加 え ら れ て 、 TITLE_002の 再 生 開 始 点 の ア ド レ ス が 最 終 的 に 確 定 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 続 い て 、 CPU２ １ は 、 こ の "CHUNK_0001.MPEG2"の ア ド レ ス 情 報 に 基 づ き 、 光 ヘ ッ ド ２ を
読 み 出 し 位 置 に 移 動 さ せ る 。 そ し て CPU２ １ は 、 光 ヘ ッ ド ２ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路
３ 、 並 び に ECC回 路 ４ を 読 み 出 し モ ー ド に 設 定 す る と と も に 、 ス イ ッ チ ５ を 読 み 出 し チ ャ
ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ 側 に 切 り 替 え 、 光 ヘ ッ ド ２ の 位 置 を 微 調 整 し た 後 、 光 ヘ ッ ド ２ に よ る 読
み 出 し を 開 始 さ せ る 。 こ れ に よ り "CHUNK_0001.MPEG2"の 内 容 が 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ
ァ ６ に 蓄 積 さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ に 蓄 積 さ れ た デ ー タ は 、 デ コ ー ダ ７ に 出 力 さ れ 、 デ コ ー
ド 処 理 が 施 さ れ て 、 ビ デ オ 信 号 と オ ー デ ィ オ 信 号 が 出 力 さ れ る 。 光 デ ィ ス ク １ か ら 読 み だ
さ れ 、 デ コ ー ド さ れ 、 表 示 さ れ た デ ー タ 量 が 、 "CHUNK_0001.MPEG2"の 大 き さ と 等 し く な っ
た 時 点 で 、 CPU２ １ は 、 TITLE_003の 再 生 に 移 行 す る 。 こ の TITLE_003の 再 生 動 作 は 、 TITLE
_002の 再 生 動 作 と 同 様 の 動 作 で あ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 登 録 さ れ て い る タ イ ト ル の 再 生 が 終 了 し た と き 、 あ る い は 読 み 出 し 動 作 の 停 止 が 指 示 さ
れ た と き 、 読 み 出 し 、 デ コ ー ド 処 理 が 停 止 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
  な お 、 光 デ ィ ス ク 装 置 に 、 光 デ ィ ス ク １ と し て 、 新 し い デ ィ ス ク が 挿 入 さ れ た 場 合 、 あ
る い は 、 異 な る フ ォ ー マ ッ ト の デ ィ ス ク が 挿 入 さ れ た 場 合 、 CPU２ １ は 、 デ ィ ス ク が 挿 入
さ れ た と き 、 VOLUME.TOCと ALBUM.STRを 読 み 出 そ う と す る が 、 こ れ ら の デ ィ ス ク に は 、 こ
の よ う な フ ァ イ ル が 存 在 し な い こ と に な る 。 こ の よ う な 場 合 、 即 ち 、 VOLUME.TOCと ALBUM.
STRを 読 み 出 す こ と が で き な い 場 合 、 CPU２ １ は メ ッ セ ー ジ を 出 力 し 、 ユ ー ザ に 指 示 を 求 め
る 。 ユ ー ザ は 、 CPU２ １ に 指 示 し 、 光 デ ィ ス ク １ を イ ジ ェ ク ト さ せ る か （ 例 え ば 、 異 な る
フ ォ ー マ ッ ト の デ ィ ス ク で あ る 場 合 ） 、 初 期 化 さ せ る か （ 例 え ば 、 同 一 フ ォ ー マ ッ ト の 新
し い デ ィ ス ク で あ る 場 合 ） 、 ま た は 何 ら か の 方 法 に よ り デ ー タ を 復 旧 さ せ る （ 例 え ば 、 同
一 フ ォ ー マ ッ ト の デ ィ ス ク で あ る が 、 デ ー タ が 破 壊 さ れ て い る 場 合 ） 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 次 に 、 titleに つ い て 、 さ ら に 説 明 す る 。 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 TITLE_###.VDRは 、 titl
eの 情 報 を 格 納 す る た め の fileで あ る 。 １ つ の titleに 関 す る 情 報 は 、 １ つ の title_info()
に 記 録 さ れ る 。 TITLE_###.VDR内 に 存 在 す る title_info()の 数 は １ 個 で あ る 。 従 っ て 、 vol
ume内 に は titleの 数 だ け TITLE_###.VDRが 存 在 す る 。
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【 ０ １ １ ４ 】
　 title numberは 、 図 １ ６ の title_info()の 中 で 定 義 せ ず 、 file名 ま た は file idで 決 定
さ れ る 。 従 っ て 、 TITLE_###.VDRの う ち の 正 の 整 数 ###が title numberを 表 す 。 titleは 構
造 と い う よ り も 、 chunkgroupに つ け ら れ た 、 開 始 点 を 表 す タ イ ト ル イ ン デ ッ ク ス か ら 、 次
の タ イ ト ル の 先 頭 を 表 す タ イ ト ル イ ン デ ッ ク ス ま で の 範 囲 、 ま た は chunkgroupの 終 了 点 ま
で の 範 囲 の 部 分 で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 １ ５ の TITLE_###.VDRの file_type_idは 、 図 ３ ６ に 示 す よ う に 、 title_info()が 記 録
さ れ た fileで あ る こ と を 示 す idで あ り 、 長 さ １ ６ の 文 字 列 で 表 さ れ る 。 text_block()は 、
さ ま ざ ま な textを 格 納 す る た め の 領 域 で あ り 、 そ の text_block()で 使 用 が 許 さ れ て い る te
xt itemだ け が 記 述 さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 title_info()は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 chunkgroup上 に お け る 、 titleの 開 始 点 と 終 了
点 、 そ の 他 の titleに 関 す る 属 性 が 書 か れ る 領 域 で あ る 。 ま た 、 title_info()は 、 タ イ ト
ル 番 号 順 に 再 生 し た と き 、 タ イ ト ル 間 で シ ー ム レ ス 再 生 が 保 証 で き る か 否 か を 示 す flagを
持 つ こ と が で き る 。 こ の flagに よ り 、 光 デ ィ ス ク 装 置 で タ イ ト ル 間 を シ ー ム レ ス 再 生 で き
る か 否 か が 事 前 に 把 握 で き 、 ま た 併 合 時 に 配 置 を 変 え る 必 要 が あ る か ど う か が わ か る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 タ イ ト ル の 境 界 は fileの 境 界 で も 有 り 得 る た め 、 シ ー ム レ ス 再 生 は 保 証 さ れ な い こ と が
あ る 。 た だ し 、 光 デ ィ ス ク 装 置 の 機 能 と し て 、 再 配 置 等 を 行 う こ と に よ り 、 一 般 的 に シ ー
ム レ ス 再 生 が 行 わ れ る よ う な 状 態 に す る こ と は 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 図 １ ６ の title_info()中 の title_info_lengthは 、 title_info()の 長 さ を byte単 位 で 表
し た も の で あ る 。 flags_for_titleに は 、 対 応 す る titleの 書 き 込 み 属 性 、 書 き 込 み （ 変 更
許 可 ） 、 再 生 回 数 制 限 、 ratingの level等 が 記 録 さ れ る 。 cgit_file_idに は 、 対 応 す る tit
leの baseで あ る chunkgroupの information file（ CHUNKGROUP_###.CGIT） の file_idが 記 録
さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 title_start_chunk_group_time_stampに は 、 chunkgroupで 定 義 さ れ た localな 時 間 軸 上
に お け る 、 そ の titleの 再 生 開 始 点 の 時 刻 が 記 録 さ れ る 。 そ の titleの titleindexが 指 し て
い る ピ ク チ ャ の 表 示 時 間 が こ の 値 と な る 。 title_end_chunk_group_stampに は 、 chunkgrou
pで 定 義 さ れ た localな 時 間 軸 上 に お け る 、 そ の titleの 再 生 終 了 点 の 時 刻 が 記 録 さ れ る 。
こ の 値 は 、 chunkgroupの 再 生 終 了 点 か 、 ま た は 時 間 軸 上 に お い て 直 後 に 位 置 す る titleの
開 始 点 を 表 す titleindexが 示 す 値 と
同 一 と な る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 title_playback_time()に は 、 そ の titleの 再 生 時 間 （ タ イ ム コ ー ド 値 、 ま た は frame若
し く は field枚 数 ） が 記 録 さ れ る 。 number_of_marksに は 、 そ の title内 に 設 定 さ れ て い る
す べ て の markの 総 数 （ titleindexを 除 く ） が 記 録 さ れ る 。 mark_typeに は 、 図 ３ ７ に 示 す
よ う に 、 title内 の 任 意 の 位 置 に つ け ら れ る markの 種 類 が 記 録 さ れ る 。 markは 、 title内 の
random access pointと し て も 利 用 さ れ る 。 mark_chunk_group_time_stampに は 、 chunkgro
upの 時 間 軸 上 に お い て 、 そ の markが 設 定 さ れ て い る 個 所 の time stampが 、 値 の 小 さ な も の
か ら 順 に 記 録 さ れ る 。 time stampが 同 じ 値 の markが 複 数 存 在 し て は な ら な い 。 titleの 開
始 点 お よ び 終 了 点 と 同 じ time stampを 有 す る indexは 存 在 し て も よ い 。 stuffing_bytesに
は 、 stuffingす る bytesが 記 録 さ れ 、 そ の 長 さ は ８ × n bit(n>=0)と な る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ２ １ 乃 至 図 ２ ４ に 示 し た chunkgroupと chunkに つ い て さ ら に 説 明 す る 。 CHUNKGR
OUP_###.CGITは 、 titleの 時 間 軸 の 定 義 、 お よ び chunkの 構 成 、 titleに 含 ま れ る 不 連 続 点
の 処 理 を 記 述 し た フ ァ イ ル で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
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　 titleは 各 種 の bitstreamで 構 成 さ れ て お り 、 videoが 無 い streamで あ る 場 合 や 、 DV（ デ
ィ ジ タ ル ビ デ オ ） の bitstreamで あ る 場 合 も あ る 。 DVフ ォ ー マ ッ ト で は 、 フ レ ー ム 単 位 で
時 間 軸 が 規 定 さ れ て お り 、 MPEG2 videoの STC（ System Time Clock） を 基 準 に し て い る と
、 フ ォ ー マ ッ ト が 異 な る の で 、 こ の DVの bitstreamを 管 理 す る こ と が で き な い 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 そ こ で 、 title内 で localな 時 間 軸 を 設 定 す る も の と す る 。 こ の 時 間 軸 は titleを 構 成 す
る streamに 依 存 し な い 。 titleの 境 界 は chunkの 境 界 と は 無 関 係 に 設 定 さ れ る 。 そ の た め 、
localな 時 間 軸 は 、 chunk（ bitstreamに １ 対 １ で 対 応 さ れ る ） 毎 や 、 title毎 に 設 定 す る よ
り も 、 複 数 の （ 任 意 の 数 の ） titleが 含 ま れ る chunkの 集 合 体 に 対 し て 設 定 す る の が 適 切 で
あ る 。 こ の chunkの 集 合 体 が chunkgroupで あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 chunkgroupで は 、 単 一 の 時 間 軸 を 定 義 し 、 そ の 上 に chunkを 貼 り 付 け て い く こ と で chunk
の 表 示 時 刻 を 定 め て い る 。 つ ま り 、 chunkgroupに は 、 bitstream fileの 内 容 （ byte列 ） を
時 間 軸 上 に 展 開 し た 状 態 で chunkが 並 ぶ 。 １ つ の bitstream fileに 含 ま れ る す べ て の chunk
を 時 間 軸 上 に 並 べ た も の を pathと 呼 ぶ 。 chunkgroupに は 、 複 数 の pathを 並 べ る こ と が で き
る 。 pathの う ち 、 chunkgroupの 再 生 開 始 時 刻 と 終 了 時 刻 を 規 定 す る pathは main pathと 称
さ れ 、 そ の 他 の pathは 、 sub pathと 称 さ れ る 。 sub pathは 、 主 に 、 後 か ら 追 加 記 録 さ れ た
audioの chunk等 を 表 す 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 chunkの 接 続 点 は titleの 境 界 と は 必 ず し も 一 致 し な い の で 、 titleの 属 性 で は な い 。 し
か し 、 chunk間 の 関 係 を 各 chunkの 属 性 の 含 め る と 、 階 層 的 に 矛 盾 が 発 生 す る 場 合 が あ る 。
こ の よ う な 不 連 続 点 情 報 は 、 chunkと titleの 中 間 に 位 置 す る も の で あ り 、 chunkgroupの 階
層 に 置 く の が 適 切 で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 以 上 を ま と め る と 、 chunkgroupが 持 つ 情 報 は 、 chunkの 時 間 軸 上 へ の 配 置 の 仕 方 、 chunk
の 再 生 順 序 、 chunkの 終 わ り と 次 に 再 生 す る chunkの 始 ま り と の 接 続 点 で 発 生 す る 不 連 続 点
な ど で あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 図 ２ １ の CHUNKGROUP_###.CGITの file_type_idは 、 図 ３ ８ に 示 す よ う に 、 そ の フ ァ イ ル
が CHUNKGROUP_###.CGITで あ る こ と を 表 す 識 別 子 で あ り 、 ISO 646に 従 っ た １ ６ 文 字 の 文 字
列 で 表 さ れ る 。 chunkgroup_time_base_flagsに は 、 chunkgroupの 基 準 カ ウ ン タ に 関 す る fl
agが 記 録 さ れ る 。 chunkgroup_time_base_offsetに は 、 chunkgroup内 の 基 準 時 間 軸 の 開 始
時 刻 が 記 録 さ れ る 。 こ の 値 は 、 ９ ０ kHzの ク ロ ッ ク を カ ウ ン ト ア ッ プ す る カ ウ ン タ に セ ッ
ト さ れ る 値 で あ り 、 ３ ２ bitで 表 さ れ る 。 text_block()は 、 さ ま ざ ま な textを 格 納 す る た
め の 領 域 で あ り 、 そ の text_block()で 使 用 が 許 さ れ て い る text itemだ け が 記 述 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 chunk_connection_info()は 、 特 異 な 点 の 情 報 （ videoの 切 り 替 え
点 、 videoと audioの 同 期 な ど ） を 記 録 し て お く た め の フ ァ イ ル で あ り 、 chunk間 の 接 続 状
況 を 規 定 し て い る 。 編 集 に よ り で き た chunkと chunkの つ な ぎ 目 の よ う な 特 異 点 で は 、 GOP
の 途 中 で chunkを 乗 り か え る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 編 集 点 付 近 の 情 報 が こ こ に 記 述 さ れ
る 。 chunkは ２ つ 以 上 の chunkgroupに 属 す る こ
と は な い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 chunk_connection_info_lengthに は 、 chunk_connection_info()の 長 さ を byte単 位 で 表
し た も の が 記 録 さ れ る 。 number_of_chunksに は 、 そ の chunkgroupで 使 わ れ る chunkの 総 数
が 記 録 さ れ る 。 chunk_sync_play_flagは 、 図 ３ ９ に 示 す よ う に 、 同 時 刻 に ２ つ 以 上 の chun
kを 再 生 す る 必 要 が あ る か ど う か を 表 す flagで あ り 、 そ の 値 の ０ は 、 １ つ の chunkの 再 生 を
意 味 し 、 そ の 値 の １ は 、 複 数 の chunkの 同 時 再 生 を 意 味 す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 図 ２ ３ の chunk_arrangement_info()に お い て 、 chunk_arrangement_info_lengthに は 、
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各 chunkに つ い て の 情 報 の 長 さ を byte単 位 で 表 し た も の （ chunk_arrangement_info_length
の 先 頭 byteか ら transition_info()の 最 終 byteま で を 含 め た 長 さ ） が 記 録 さ れ る 。 chunk_i
nfo_file_idに は 、 対 象 と な る chunk_info_fileの file_idが 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 chunk_switch_stream_idに は 、 接 続 し た と き 連 続 再 生 す る streamの stream_idが 記 録 さ
れ る 。 こ の idと し て は 、 例 え ば 、 MPEG2の パ ケ ッ ト ヘ ッ ダ に 記 録 さ れ て い る ビ デ オ あ る い
は オ ー デ ィ オ を 識 別 す る idが 用 い ら れ る 。 presentation_start_cg_time_countに は 、 該 当
chunkの 表 示 開 始 時 刻 を 、 chunkgroup内 の 時 刻 で 表 し た time count値 が 記 録 さ れ る 。 chunk
の 表 示 開 始 時 刻 は 、 chunkgroup内 で 定 義 さ れ る globalな time stampで 表 現 さ れ る 。 該 当 ch
unkは 、 chunkgroupに お い て 、 こ の 時 刻 か ら 表 示 が 開 始 さ れ る 。 presentation_end_cg_cou
ntに は 、 該 当 chunkの 表 示 終 了 時 刻 を 、 chunkgroup内 の 時 刻 で 表 し た time count値 が 記 録
さ れ る 。 chunkの 表 示 終 了 時 刻 は 、 chunkgroup内 で 定 義 さ れ る globalな time stampで 表 現
さ れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 図 ４ ０ に 示 す よ う に 、 original_time_count_typeに は 、 stream内 部 で 使 わ れ て い る time
 countの 種 類 が 記 録 さ れ る 。 例 え ば 、 MPEG2 videoの streamで あ れ ば 、 original_time_cou
nt_typeは ’ ０ ０ ０ ０ ’ と さ れ る 。 number_of_start_original_time_count_extensionに は
、 複 数 の time countが 必 要 な と き 、 新 た に 必 要 な 開 始 時 刻 を 表 す time countの 数 が 記 録 さ
れ る 。 number_of_end_original_time_count_extensionに は 、 複 数 の time countが 必 要 な
と き 、 新 た に 必 要 な 終 了 時 刻 を 表 す time countの 数 が 記 録 さ れ る 。 presentation_start_o
riginal_time_countに は 、 presentation_start_tg_time_countに 対 応 す る 、 stream内 部 に
お け る 時 刻 あ る い は カ ウ ン タ 値 が 記 録 さ れ る 。 presentation_end_original_time_countに
は 、 presentation_end_tg_time_countに 対 応 す る 、 stream内 部 に お け る 時 刻 あ る い は カ ウ
ン タ 値 が 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 tc_ext_attributesに は 、 time_count_extensionに 対 す る 属 性 が 記 録 さ れ る 。 こ の time_
count_extensionに は 、 例 え ば 、 ど の streamに 適 用 す る の か 等 の 情 報 を 入 れ る こ と が で き
る 。 start_original_time_count_extensionに は 、 chunkの 切 り 替 え に 必 要 な 開 始 時 刻 あ る
い は 開 始 カ ウ ン タ 値 が 記 録 さ れ る 。 こ れ は オ プ シ ョ ン で あ り 、 複 数 の 時 刻 や カ ウ ン タ 値 を
記 録 す る 必 要 が あ る と き に 使 用 さ れ る 。 end_original_time_count_extensionに は 、 chunk
の 切 り 替 え に 必 要 な 終 了 時 刻 あ る い は 終 了 カ ウ ン タ 値 が 記 録 さ れ る 。 こ れ も オ プ シ ョ ン で
あ り 、 複 数 の 時 刻 や カ ウ ン タ 値 を 記 録 す る 必 要 が あ る と き に 使 用 さ れ る 。 transition_inf
o()に は 、 chunkの 切 り 替 え で 特 殊 効 果 を か け る と き に 必 要 な 情 報 が 記 録 さ れ る 。 例 え ば 、
chunkの 指 定 、 切 り 替 え 時 刻 、 特 殊 効 果 の 種 類 等 が こ こ に 記 述 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 CHUNK_%%%%.ABSTは 、 sub_file番 号 %%%%の chunkを 構 成 す る bitstr
eamか ら 抽 出 し た 特 徴 点 を 記 録 し た fileで あ る 。 こ の fileに は 、 GOP,Audio frame等 の bits
treamを 構 成 す る 単 位 毎 に 、 そ の 開 始 byte位 置 、 長 さ 、 属 性 等 が 記 述 さ れ る 。 GOP情 報 、 Au
dio frame情 報 は chunk(sub-file)毎 に 、 １ つ の CHUNK_%%%%.ABSTと し て ま と め ら れ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 図 ４ １ に 示 す よ う に 、 CHUNK_%%%%.ABSTの file_type_idに は 、 stream_info()が 記 録 さ れ
て い る fileで あ る こ と を 示 す 識 別 子 が 、 ISO 646に 従 っ た １ ６ 文 字 の 文 字 列 で 記 録 さ れ る
。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 ４ ２ に 示 す よ う に 、 info_typeに は 、 図 ２ ４ に お い て 次 に 続 く stream_infoの typeが 記
録 さ れ る 。 こ こ で streamの 種 類 が 特 定 さ れ る 。 number_of_programsに は 、 MPEG2の TS(Tran
sport Stream)に 含 ま れ る programの 数 が 記 録 さ れ る 。 こ の 数 を 知 る に は 、 PSI(Program Sp
ecific Information)を 読 み 取 る 必 要 が あ る 。 TS以 外 の と き に は 、 こ の 値 は １ に な る 。 num
ber_of_streamsに は 、 そ の programで 使 わ れ る ス ト リ ー ム の 数 が 記 録 さ れ る 。 こ の 値 は 、 T
Sの 場 合 に は 、 異 な る PID(packet identification)の 数 と 等 し く な る 。 TS以 外 の MPEGstrea
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mの 場 合 、 こ こ に は 、 stream idが 異 な る streamの 数 が 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 stream_identifierに は 、 stream idが 記 録 さ れ る 。 TSの 場 合 に は 、 stream idと し て 、 P
IDが 利 用 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 図 ４ ３ に 示 す よ う に 、 slot_unit_typeに は 、 streamを あ る 一 定 間 隔 毎 に 区 切 っ た と き の
、 そ の 区 切 り 方 が 記 録 さ れ る 。 各 frame， field等 、 区 切 り の 指 標 が 時 間 の 場 合 に は 、 time
 stamp valueが 用 い ら れ る 。 slot_time_lengthに は 、 １ slotに 対 応 す る 時 間 が 記 録 さ れ る
。 こ の 値 は 、 ９ ０ kHzの ク ロ ッ ク を カ ウ ン ト す る カ ウ ン タ を 用 い た time stampの 値 で 表 さ
れ る 。 number_of_slotsに は 、 CHUNK_%%%%.ABSTに 書 か れ て い る slot_info()の 数 が 記 録 さ
れ る 。 number_of_I_pictures_in_a_slotに は 、 slotに 含 ま れ る I-pictureの 数 が 記 録 さ れ
る 。 こ の 値 は 、 １ 以 上 の 整 数 で １ ５ 以 下 の 値 と な る 。 た だ し 、 GOPheaderを 先 頭 と す る slo
tの 直 前 に 位 置 す る slotに 含 ま れ る I-pictureの 数 は 、 こ の 値 よ り も 小 さ く て も よ い 。 GOPh
eaderの 直 後 で な い I-pictureの picture headerを 先 頭 と す る slotを 設 定 す る と き 、 こ の 値
が 活 用 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 次 に 、 図 １ ７ と 図 １ ８ に 示 し た programに つ い て さ ら に 説 明 す る 。 PROGRAM_$$$.PGIに は
、 program()が た だ １ つ 存 在 す る 。 volume内 に は programの 数 だ け PROGRAM_$$$.PGIが 存 在
す る 。 program番 号 は 、 program()の 中 で 定 義 せ ず 、 file名 ま た は file idで 規 定 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 図 ４ ４ に 示 す よ う に 、 図 １ ７ の PROGRAM_$$$.PGIの file_type_idに は 、 program()が 記 録
さ れ た fileで あ る こ と を 示 す idが 、 長 さ １ ６ の 文 字 列 で 記 録 さ れ る 。 text_block()に は 、
さ ま ざ ま な textを 格 納 す る た め の 領 域 が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ に は 、 そ の text_block()で
使 用 が 許 さ れ て い る text itemだ け が 記 述 さ れ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 図 １ ８ の program()の flags_for_programに は 、 programに 関 す る 各 種 フ ラ グ が 記 録 さ れ
る 。 例 え ば 、 こ の programの 書 き 込 み 属 性 、 書 き 込 み （ 変 更 許 可 ） 、 再 生 回 数 制 限 、 ratin
gの level等 が 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 図 ４ ５ に 示 す よ う に 、 program_statusに は 、 programの 属 性 が 記 録 さ れ る 。 こ の fieldの
設 定 は optionで あ る が 、 設 定 し な い と き は "none"に し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 program_playback_time()に は 、 そ の programの 再 生 時 間 が 記 録 さ れ る 。 number_of_play
_sequencesに は 、 そ の programで 使 用 さ れ て い る play_sequenceの 数 が 記 録 さ れ る 。 た だ し
、 こ の formatの 例 で は 、 値 は １ に 固 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の formatの 例 で は 、 １  p
rogram＝ １ ch（ チ ャ ン ネ ル ） 再 生 と さ れ て い る の で 、 ２ ch同 時 再 生 を 実 現 す る に は 、 ２ pr
ogramの 同 時 再 生 指 定 を 可 能 に す れ ば よ い 。 １ program＝ １ ch再 生 の 制 限 が な け れ ば 、 １ pr
ogramで 、 ２ ch同 時 再 生 も 可 能 で あ る 。 multichannel Ｉ ／ Ｏ を 使 っ て ２ つ の play sequenc
eを 同 時 再 生 す る と き 、 ど の play sequenceを ど の output channelに 割 り 当 て る か は 、 光 デ
ィ ス ク 装 置 が 決 め る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 number_of_play_listsに は 、 こ の play sequenceで 使 用 さ れ て い る play_listの 数 が 記 録
さ れ る 。 こ の 例 で は 値 は １ と さ れ る 。 play_list_start_time_stamp_offsetに は 、 play se
quenceの 開 始 時 刻 か ら 開 始 す る timerで カ ウ ン ト し た 、 play sequence内 で の 時 刻 が 記 録 さ
れ る 。 こ の 値 が 、 play listの 開 始 時 刻 に な る 。 programで は 、 play sequence内 に play li
stは １ つ し か 存 在 し て は な ら な い 。 時 刻 の 単 位 系 は ９ ０ kHzで あ る （ １ ／ ９ ０ ０ ０ ０ 秒 が
時 刻 の 最 小 単 位 で あ る ） 。 stuffing_bytesに は 、 stuffingの bytesが 記 録 さ れ る 。 そ の 長
さ は 、 ８ × n bit(n>=０ ） と
さ れ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】

10

20

30

40

50

(19) JP 2007-250180 A 2007.9.27



　 次 に 、 不 連 続 点 フ ラ グ に つ い て さ ら に 説 明 す る 。 こ こ で 不 連 続 点 フ ラ グ と は 、 図 １ ９ の
play_list()の seamless_connection_flag、 ま た は 図 ３ ７ に 示 し た index type 8と し て 記
録 さ れ る マ ー ク を 意 味 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 seamless_connection_flagの 値 の ０ は 、 図 ４ ６ に 示 す よ う に 、 直 前 の play itemと の 連
続 再 生 （ シ ー ム レ ス 再 生 ） が 保 証 さ れ て い な い こ と 、 ま た は 不 明 で あ る こ と を 意 味 し 、 そ
の 値 の １ は 、 シ ー ム レ ス 再 生 が 保 証 さ れ て い る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 す な わ ち 、 図 ４ ７ に 示 す よ う に 、 こ の flagが ０ で あ る 場 合 に は 、 所 定 の play itemが 直
前 の play itemか ら 連 続 し て （ 画 像 あ る い は 音 声 を 途 切 れ さ せ る こ と な く ） 再 生 す る こ と
が 保 証 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 こ の flagが １ で あ る 場 合 に は 、 直 前 の play itemが 終
了 し た 後 、 次 の play itemが 再 生 さ れ る ま で の 間 に 不 連 続 部 分 が 発 生 す る 場 合 が あ る こ と
に な る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 次 に 、 図 ４ ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 titleの 不 連 続 点 フ ラ グ を 記 録 す る 処 理 を
説 明 す る 。 最 初 に ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 ユ ー ザ は 、 入 力 部 １ ４ を 操 作 し て 、 記 録 対 象 と
す る titleを 指 定 す る 。 こ の と き 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 CPU２ １ は 、 光 デ ィ ス ク １ に ス
テ ッ プ Ｓ １ で 指 定 さ れ た titleを 記 録 し た と き 、 そ の titleを 、 既 に 記 録 さ れ て い る 直 前 の
titleに 対 し て 連 続 し て 再 生 す る こ と が 可 能 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の 判 定 は 、 読 み
出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ の 容 量 （ そ の 容 量 の デ ー タ を 、 デ コ ー ダ ７ が デ コ ー ド す る の に
要 す る 時 間 ） と 、 title間 の 再 生 時 間 に 対 応 し て 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 次 の titleを 再 生 す
る ま で の 間 に 、 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ が 空 に な っ て し ま う と き は 、 連 続 再 生 が 不
可 能 と 判 定 さ れ 、 空 に な ら な い と き は 、 連 続 再 生 が 可 能 と 判 定 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 連 続 再 生 が 可 能 で な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 OSD制 御 回 路 ９ を 制
御 し 、 い ま 記 録 が 指 令 さ れ た titleは 、 既 に 記 録 さ れ て い る titleに 対 し て 、 連 続 再 生 す る
こ と が で き な い こ と 、 す な わ ち 、 両 者 の 間 に は 、 不 連 続 点 が 発 生 す る こ と を 表 す メ ッ セ ー
ジ を 発 生 さ せ る 。 こ の メ ッ セ ー ジ は 、 合 成 回 路 ８ か ら 、 出 力 端 子 Ｐ １ を 介 し て 、 デ ィ ス プ
レ イ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 ユ ー ザ は 、 こ の メ ッ セ ー ジ を 見 て 、 不 連 続 点 の 発 生 を 了 承 す る か 否 か を 入 力 部 １ ４ を 操
作 し て 入 力 す る 。 ユ ー ザ が 不 連 続 点 の 発 生 を 了 承 し た 場 合 、 CPU２ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に
お い て 、 図 １ ６ の title_info()中 の mark_typeに 、 図 ３ ７ に 示 す マ ー ク の う ち の 、 不 連 続
点 を 示 す イ ン デ ッ ク ス と し て の index type 8を 設 定 さ せ る と と も に 、 不 連 続 点 を 発 生 さ せ
る 位 置 を 、 図 １ ６ の relative_time_stamp_in_titleに 設 定 す る 処 理 を 実 行 す る 。 な お 、 こ
の relative_time_stamp_in_titleに 記 録 す る 位 置 （ 不 連 続 点 を 発 生 さ せ る 位 置 ） は 、 任 意
の 位 置 と す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 通 常 、 不 連 続 点 が 発 生 し て も 影 響 が 少 な い 点 （ 例 え
ば 、 次 の titleの
先 頭 、 ま た は 、 前 の titleの 最 後 ） が こ こ に 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 設 定 が 行 わ れ た title_info()は 、 RAM２ ４ か ら 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用
バ ッ フ ァ １ １ に 供 給 さ れ 、 記 憶 さ れ た 後 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 、 そ こ か ら 読 み 出 さ れ 、 ス
イ ッ チ ５ 、 ECC回 路 ４ 、 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路 ３ 、 お よ び 光 ヘ ッ ド ２ を 介 し て 、 光 デ
ィ ス ク １ に 供 給 さ れ 、 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 title内 に 他 に も 連 続 し て 再 生 す る こ と が で き
な い 点 が 存 在 す る か 否 か を 判 定 し 、 再 生 不 連 続 点 が 他 に も 存 在 す る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ
３ に 戻 り 、 そ れ 以 降 の 処 理 を 繰 り 返 し 実 行 す る 。 title内 に 再 生 不 連 続 点 が 他 に は 存 在 し
な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 処 理 は 終 了 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
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　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 ユ ー ザ が 不 連 続 点 の 発 生 を 了 承 し な い 旨 を 入 力 し た 場 合
、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 既 に 記 録 済 み の titleの 記 録 位 置 を 、 こ れ か ら 記 録 す
る titleと 連 続 再 生 可 能 な 位 置 に 変 更 可 能 か 否 か を 判 定 す る 。 titleの 記 録 位 置 を 変 更 可 能
で あ る と 判 定 し た 場 合 、 CPU２ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 進 み 、 既 に 記 録 さ れ て い る titleの 記
録 位 置 を 、 こ れ か ら 記 録 す る titleと 連 続 再 生 可 能 な 位 置 に 変 更 す る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ
Ｓ ６ に 進 む 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 、 titleの 記 録 位 置 を 変 更 す る こ と が で き な い と 判 定 さ れ た 場 合
、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進 み 、 上 述 し た よ う に 、 mark_typeと し て 不 連 続 点 が 記 録 さ れ る と と も
に 、 不 連 続 点 の 発 生 位 置 が relative_time_stamp_in_titleに 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 こ の よ う な 処 理 の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ で 指 定 さ れ た titleの 記 録 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 次 に 、 図 ４ ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 program作 成 時 に 不 連 続 点 フ ラ グ を 記 録 す
る 場 合 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 最 初 に ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 ユ ー ザ は 、 入 力 部 １ ４
を 操 作 し て 、 programに 含 め る titleを 指 定 す る 。 こ の 指 定 が 行 わ れ た と き 、 ス テ ッ プ Ｓ ２
２ に お い て 、 CPU２ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で 指 定 さ れ た titleの 中 の 必 要 な 部 分 を 、 再 生 開
始 点 お よ び 再 生 終 了 点 で 指 定 す る 。 CPU２ １ は 、 こ の 指 定 に 対 応 し て 、 play item（ 図 ２ ０
） を 作 成 す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 、 CPU２ １ は 、 直 前 の play itemと の 間 で 連 続 再 生 が 可 能
か 否 か を 判 定 し （ こ の 判 定 も 、 play itemと play itemの 間 に 発 生 す る 再 生 時 間 と 、 読 み 出
し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ の 容 量 （ そ の 容 量 の デ コ ー ド 時 間 ） と の 比 較 に 基 づ い て 行 わ れ る
） 、 連 続 再 生 が 可 能 で な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に 進 み 、 OSD制 御 回 路 ９ を 制 御 し 、
不 連 続 点 が 発 生 す る こ と を メ ッ セ ー ジ で 表 示 さ せ る 。 こ の メ ッ セ ー ジ に 対 し て 、 ユ ー ザ は
、 入 力 部 １ ４ を 操 作 し て 、 不 連 続 点 の 発 生 を 了 承 す る か 否 か を 入 力 す る 。 そ こ で 、 CPU２
１ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 、 ユ ー ザ が 不 連 続 点 の 発 生 を 了 承 し た か 否 か を 判 定 し 、 ユ
ー ザ が 不 連 続 点 の 発 生 を 了 承 し た と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に 進 み 、 そ の play
 itemの seamless_connection_flagを ０ に 設 定 す る 。 図 ４ ６ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、
こ の flagが ０ で あ る と い う こ と は 、 連 続 再 生 が 保 証 さ れ て い な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 programの 作 成 処 理 が 終 了 し た か 否 か を 判 定
し 、 ま だ 終 了 し て い な い と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に 戻 り 、 そ れ 以 降 の 処 理 を
繰 り 返 し 実 行 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ に お い て 、 programの 作 成 処 理 を 終 了 し た と 判 定 し た
場 合 、 処 理 は 終 了 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 、 ユ ー ザ が 、 不 連 続 点 の 発 生 を 了 承 し な い と 判 定 さ れ た
場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 対 象 と し て い る ス ト リ ー ム の 光 デ ィ ス ク １ 上
の 記 録 位 置 （ 配 置 位 置 ） を 変 更 す る か 、 あ る い は 部 分 的 再 記 録 が 可 能 で あ る か 否 か を 判 定
す る 。 ス ト リ ー ム の 再 配 置 処 理 ま た は 部 分 的 再 記 録 が 可 能 で あ る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２
９ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 記 録 位 置 を 連 続 再 生 可 能 な 位 置 に 変 更 す る 処 理 を 実 行 す る 。 そ し
て 、 こ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ に お い て 、 CPU２ １ は 、 そ の play itemの seamless_con
nection_flagを １ に 設 定 す る 。 図 ４ ６ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 こ の flagの １ は 、 連 続
再 生 が 保 証 さ れ て い る こ と を 意 味 す る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ に 進 み 、 そ れ 以 降 の 処 理
が 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ に お い て 、 ス ト リ ー ム の 再 配 置 処 理 ま た は 部 分 的 再 記 録 が 不 可 能 で あ る
と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に 進 み 、 ユ ー ザ が 不 連 続 点 の 発 生 を 了 承 し た 場 合
と 同 様 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 、 直 前 の play itemと の 間 で 連 続 再 生 が 可 能 で あ る と 判 定 さ れ
た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ に 進 み 、 直 ち に 、 そ の play itemの seamless_connection_fla
gに １ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 次 に 、 図 ４ ８ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 titleに 不 連 続 点 フ ラ グ が 記 録 さ れ た 場 合 に
、 そ の 再 生 が 指 令 さ れ た と き の 処 理 に つ い て 、 図 ５ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す
る 。 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ に お い て 、 CPU２ １ は 、 指 定 さ れ た titleの 不 連 続 点 フ ラ グ を
読 み 取 る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に お い て 、 CPU２ １ は 、 titleの 再 生 処 理 を 開 始 し 、 ス テ ッ プ Ｓ
４ ３ に お い て 、 再 生 を 開 始 し た titleが 終 了 し た か 否 か を 判 定 す る 。 titleの 再 生 が 終 了 し
て い な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 不 連 続 点 フ ラ グ （ relative_time
_stamp_in_title） で 表 さ れ た 位 置 が 再 生 さ れ た か 否 か を 判 定 し 、 ま だ 再 生 さ れ て い な い
と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ に 戻 る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ に お い て 、 不 連 続 点 フ ラ グ で 表 さ れ た 位 置 が 再 生 さ れ た と 判 定 さ れ た 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 プ レ ー ヤ （ い ま の 場 合 、 光 デ ィ ス ク 装 置 ） が 後
続 部 分 の 連 続 再 生 の た め 、 ギ ャ ッ プ が 必 要 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の 判 定 は 、 読 み 出
し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ に 、 そ の 時 点 に お い て 記 憶 さ れ て い る デ ー タ 量 （ そ の デ ー タ 量 を
デ コ ー ダ ７ が デ コ ー ド す る の に 要 す る 時 間 ） に 基 づ い て 行 わ れ る 。 そ の デ ー タ 量 が 充 分 で
あ る 場 合 に は 、 ギ ャ ッ プ は 不 要 と 判 定 さ れ 、 そ の デ ー タ 量 が 不 充 分 で あ る 場 合 に は 、 ギ ャ
ッ プ が 必 要 と 判 定 さ れ る 。 こ の 光 デ ィ ス ク 装 置 が 後 続 部 分 の 連 続 再 生 の た め ギ ャ ッ プ を 必
要 と し て い な い 場 合 （ 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ に デ ー タ が 充 分 記 憶 さ れ て い る 場 合
） に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ に 戻 り 、 そ れ 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 こ れ に 対 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ に お い て 、 光 デ ィ ス ク 装 置 が 後 続 部 分 の 再 生 の た め に ギ
ャ ッ プ を 必 要 と し て い る と 判 定 さ れ た 場 合 （ 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ に デ ー タ が 充
分 記 憶 さ れ て い な い 場 合 ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 ギ ャ ッ プ を 発 生 さ せ る
。 す な わ ち 、 CPU２ １ は 、 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ に 対 す る デ ー タ の 書 き 込 み は そ
の ま ま 継 続 さ せ る が 、 デ コ ー ダ ７ に 対 す る そ の 読 み 出 し は 中 断 さ せ 、 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用
バ ッ フ ァ ６ の デ ー タ 量 を 増 加 さ せ る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ７ に 進 み 、 後 続 部 分 の 連 続 再
生 が 可 能 に な っ た か 否 か を 判 定 し 、 ま だ 可 能 に な っ て い な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ に
戻 り 、 ギ ャ ッ プ 発 生 処 理 を 継 続 さ せ る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 所 定 量 の デ ー タ が 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ に 書 き 込 ま れ 、 ス
テ ッ プ Ｓ ４ ７ に お い て 、 後 続 部 分 の 連 続 再 生 が 可 能 な 状 態 に な っ た と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス
テ ッ プ Ｓ ４ ８ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 再 び 再 生 を 継 続 （ デ コ ー ダ ７ に よ る デ コ ー ド を 再 開 ）
さ せ る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ に 戻 り 、 そ れ 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ に お い て 、 titleが 終 了 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ９
に 進 み 、 次 に 再 生 す る titleが 存 在 す る か 否 か を CPU２ １ は 判 定 す る 。 次 に 再 生 す る title
が 存 在 し な い 場 合 に は 、 処 理 は 終 了 さ れ る 。 こ れ に 対 し て 、 次 に 再 生 す る titleが 存 在 す
る と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 前 の titleの 最 後 に 不 連 続
フ ラ グ が 存 在 す る か 否 か を 判 定 す る 。 前 に 再 生 し た titleの 最 後 に 不 連 続 フ ラ グ が 存 在 す
る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 プ レ ー ヤ （ 光 デ ィ ス ク 装 置 ）
は 次 の titleの 再 生 の た め に ギ ャ ッ プ を 必 要 と す る か 否 か を 判 定 す る 。 ギ ャ ッ プ が 必 要 で
あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 ギ ャ ッ プ 発 生 処 理 を 実 行 し
、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ に お い て 、 次 の titleの 再 生 が 可 能 に な っ た か 否 か を 判 定 し 、 可 能 に な
っ て い な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に 戻 り 、 ギ ャ ッ プ 発 生 処 理 を 繰 り 返 し 実 行 す る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ に お い て 、 次 の titleの 再 生 が 可 能 に な っ た と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ
プ Ｓ ４ １ に 戻 り 、 そ れ 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。
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【 ０ １ ６ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ に お い て 、 前 の titleの 最 後 に 不 連 続 フ ラ グ が 存 在 し な い と 判 定 さ れ た
場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ に 戻 り 、 そ れ 以 降 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。 ま た 、 前 の titleの 最 後 に
不 連 続 フ ラ グ が 存 在 し た と し て も 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に お い て 、 光 デ ィ ス ク 装 置 が 次 の titl
eの 再 生 の た め に ギ ャ ッ プ を 必 要 と し な い と 判 定 さ れ た 場 合 （ そ の 光 デ ィ ス ク 装 置 の 読 み
出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ の 容 量 が 充 分 大 き い 場 合 ） に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ に 戻 り 、 そ れ
以 降 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 次 に 、 図 ４ ９ に 示 す よ う に し て 、 programが 作 成 さ れ た 場 合 に 、 そ の programの 再 生 が 指
令 さ れ た と き の 処 理 に つ い て 、 図 ５ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ １ に お い て 、 CPU２ １ は 、 指 定 さ れ た programを 構 成 す る 最 初 の pl
ay itemを 再 生 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ に お い て 、 CPU２ １ は 、 play itemの 再 生 が 終 了 し た
か 否 か を 判 定 し 、 ま だ 終 了 し て い な い 場 合 に は 、 終 了 す る ま で 待 機 す る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ に お い て 、 play itemの 再 生 が 終 了 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 CPU２ １ は 、
ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ に 進 み 、 次 の play itemが 存 在 す る か 否 か を 判 定 す る 。 次 の play itemが 存
在 す る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 次 の play itemの seamless
_connection_flagが ０ で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の flagが ０ で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 （
シ ー ム レ ス 再 生 が 保 証 さ れ て い な い 場 合 ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 光 デ ィ
ス ク 装 置 が 次 の play item再 生 の た め に ギ ャ ッ プ を 必 要 と す る か 否 か を 判 定 し 、 ギ ャ ッ プ
を 必 要 と す る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ６ に 進 み 、 ギ ャ ッ プ 発 生 処 理 を 実 行 す る 。 そ し て 、
ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ に お い て 、 次 の play itemを 再 生 す る こ と が 可 能 な 状 態 に な っ た か 否 か を
判 定 し 、
ま だ 可 能 な 状 態 に な っ て い な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ６ に 戻 り 、 ギ ャ ッ プ 発 生 処 理 を 繰
り 返 し 実 行 す る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ に お い て 、 次 の play itemを 再 生 す る こ と が 可 能 な 状 態 に な っ
た と 判 定 さ れ た 場 合 （ 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ６ に 充 分 な 量 の デ ー タ が 書 き 込 ま れ た
場 合 ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ８ に 進 み 、 CPU２ １ は 、 次 の play itemの 再 生 処 理 を 開 始 す る 。 そ の
後 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ に 戻 り 、 そ れ 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ に お い て 、 次 の play itemの seamless_connection_flagが ０ で は な い と
判 定 さ れ た 場 合 （ １ で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 ） 、 あ る い は ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ に お い て
、 光 デ ィ ス ク 装 置 が 次 の play item再 生 の た め に ギ ャ ッ プ を 必 要 と し て い な い と 判 定 さ れ
た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ６ と ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ の 処 理 は ス キ ッ プ さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ８ に 進 む
。 そ し て 、 次 の play itemの 再 生 が 開 始 さ れ 、 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ に 戻 る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 以 上 に お い て は 、 本 発 明 を 光 デ ィ ス ク 装 置 に 応 用 し た 場 合 を 例 と し て 説 明 し た が 、 本 発
明 は 、 そ の 他 の 記 録 媒 体 に 情 報 を 記 録 ま た は 再 生 す る 場 合 に も 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る
。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 な お 、 上 記 し た よ う な 処 理 を 行 う コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム を ユ ー ザ に 提 供 す る 提 供 媒 体
と し て は 、 磁 気 デ ィ ス ク 、 CD-ROM、 固 体 メ モ リ な ど の 記 録 媒 体 の 他 、 ネ ッ ト ワ ー ク 、 衛 星
な ど の 通 信 媒 体 を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ７ ６ 】
【 図 １ 】 デ ィ レ ク ト リ の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 VOLUME.TOCを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 volume_information()を 説 明 す る 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 volume_attribute()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 resume()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 volume_rating()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 write_protect()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 play_protect()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 recording_timer()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 text_block()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 language_set()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 text_item()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 ALBUM.STRを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 album()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 TITLE_###.VDRを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 title_info()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 PROGRAM_$$$.PGIを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 program()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 play_list()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 play_item()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 CHUNKGROUP_###.CGITを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 chunk_connection_info()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 chunk_arrangement_info()を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 CHUNK_%%%%.ABSTを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 を 適 用 し た 光 デ ィ ス ク 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 デ ィ レ ク ト リ の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 デ ィ レ ク ト リ の 論 理 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 offsetを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 デ ィ レ ク ト リ の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 デ ィ レ ク ト リ の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 デ ィ レ ク ト リ の 論 理 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 デ ィ レ ク ト リ の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 デ ィ レ ク ト リ の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 デ ィ レ ク ト リ の 論 理 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 デ ィ レ ク ト リ の 論 理 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 file_type_idを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 mark_typeを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 file_type_idを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 chunk_sync_play_flagを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 original_time_count_typeを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 file_type_idを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 info_typeを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 slot_unit_typeを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 file_type_idを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 program_statusを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 seamless_connection_flagを 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 seamless_connection_flagの 意 味 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 titleの 不 連 続 点 フ ラ グ 記 録 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ９ 】 program作 成 時 の 不 連 続 点 フ ラ グ の 記 録 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 ５ ０ 】 title再 生 時 の 不 連 続 点 フ ラ グ の 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ １ 】 program再 生 時 の 不 連 続 点 フ ラ グ の 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ １ ７ ７ 】
　 １ 　 光 デ ィ ス ク ， 　 ２ 　 光 ヘ ッ ド ， 　 ３ 　 Ｒ Ｆ お よ び 復 調 ／ 変 調 回 路 ， 　 ４ 　 ECC回 路
， 　 ６ 　 読 み 出 し チ ャ ネ ル 用 バ ッ フ ァ ， 　 ７ 　 デ コ ー ダ ， 　 ８ 　 合 成 回
路 ， 　 ９ 　 OSD制 御 回 路 ， 　 １ ０ 　 エ ン コ ー ダ ， 　 １ １ 　 書 き 込 み チ ャ ネ ル 用 バ
ッ フ ァ ， 　 １ ２ 　 ア ド レ ス 検 出 回 路 ， 　 １ ３ 　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ， 　 １ ４ 　 入 力 部 ，
　 ２ １ 　 CPU， 　 ２ ２ 　 ROM， 　 ２ ３ ， ２ ４ 　 RAM

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

(28) JP 2007-250180 A 2007.9.27



【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】
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【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】
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【 図 ４ ７ 】 【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】 【 図 ５ ０ 】
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【 図 ５ １ 】
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